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9,142万円
3,715万円
決算を認定する

　

第
40
回
一
関
市
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
は
８
月
28
日
か
ら
９
月

21
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
議
会
で
は
、

平
成
23
年
度
一
般
会
計
他
16
件
の
決
算
審
査
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算

な
ど
市
長
提
案
12
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
発
議
の

一
関
市
議
会
議
員
定
数
条
例
制
定
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
般

質
問
に
は
16
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
さ
ら
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
委
員
長
千
葉
幸
男
）
を
設
置
し
、
総
括
質
問
を
18
人
が
行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
４
常
任
委
員
会
単
位
の
分
科
会
を
設
置
し
、
決
算
審
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
詳
細
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
順
次
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

9月議会の
あらまし

決算に対する討論
反　対　！！ 賛　成　！！

　

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
能
汚
染
対
策
に
お
い

て
、
消
防
関
係
者
を
始
め
多
く
の
分
野
で
救
援
、
復
旧
・
復
興
の
た

め
努
力
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
評
価
を
し
ま
す
。
防
災
の
拠
点
で
あ

る
消
防
署
等
の
整
備
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
評
価
す
る
も
の
で
す
。
し

か
し
、
①
教
育
行
政
に
お
け
る
学
校
等
の
汚
染
・
除
染
対
策
は
独
自

基
準
設
定
を
求
め
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
混
乱
を
繰
り
返
し
た

国
へ
の
追
随
に
終
始
し
た
こ
と
。
②
被
災
し
た
市
内
の
小
規
模
事
業

所
の
方
々
の
実
態
調
査
を
再
々
申
し
入
れ
が
あ
っ
て
も
実
施
せ
ず
、

な
ん
ら
の
助
成
が
な
い
ま
ま
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
③
長
期
の
不
況

に
加
え
大
規
模
災
害
で
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
時
、

国
民
健
康
保
険
税
は
耐
え
難
い
税
額
と
な
っ
て
い
る
。
減
免
要
綱
の

改
善
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て
で
も
引
き
下
げ
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
④
相
当
件
数
の
長
期
に
わ
た
る
未
請
求
問
題
が
発
覚
し

た
以
上
、
認
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
両
事
業
と
も
市
民
生
活
上
、
大

切
な
分
野
で
あ
り
、
早
期
に
本
来
の
姿
に
戻
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

市
政
が
よ
り
市
民
生
活
向
上
に
役
立
つ
も
の
に
充
実
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
反
対
討
論
と
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

菊
地　

善
孝　

議
員

　

震
災
の
復
旧
復
興
、
放
射
線
の
低
減
対
策
等
、
勝
部
市
長
を
先
頭

に
市
職
員
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、
引
き
続
き
放
射
線
対
策
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
勝
部
市
長
が
昨
年
３
月
予
算
議
会
で
挙
げ
た

３
項
目
の
重
点
施
策
。
１
つ
目
の
子
育
て
支
援
は
医
療
費
無
料
化
の

対
象
年
齢
を
小
学
生
に
拡
大
、
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
な
ど
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
図
っ
た
。
２
つ
目
の
雇
用
対
策
と
産
業

振
興
は
次
世
代
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
等
地
域
で
働
く
人
材
育

成
を
図
っ
た
。
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
特
産
品
の
売
込
み

を
図
っ
た
。
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
23
年
度
４
社
の
立
地
が
決
定
し

た
。
３
つ
目
の
「
中
東
北
」
の
拠
点
都
市
一
関
の
形
成
は
基
幹
道
路

網
の
整
備
。
中
学
生
最
先
端
科
学
体
験
研
修
事
業
（
筑
波
研
究
学
園

都
市
）
に
よ
る
人
材
育
成
を
行
っ
た
。
経
常
経
費
削
減
に
努
め
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
に
努
力
し
て
い
る
。
私
は
、
以
上
の
理
由
か
ら

今
議
会
に
上
程
の
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
賛
成
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
ユ
キ
子　

議
員

議
員
定
数
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

〜
次
回
選
挙
か
ら
定
数
「
30
」
に
削
減
〜
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一般会計歳出　729億　
全会計歳出　948億　

平成23年度　

一関市の平成23年度決算審査の主な事業
市民生活のため、平成23年度に行われた事業のうち、主なものについて掲載しております。

事　　業　　名 決　　算　　額 主　な　内　容
テレビ難視聴地区解消事業 2億6,518万円 ギャップフィラー、アンテナ整備

コミュニティFM開設事業 6億7,158万円 ラジオの配布（58,000台）

生活保護事務 13億5,679万円 生活扶助他

除染実施計画策定支援業務 1,042万円 除染実施計画

利用自粛牧草等処理円滑化事業 1億78万円 牧草、堆肥処理

宅地災害復旧工事補助金 1億7,792万円 196件

合併処理浄化槽整備事業 4,698万円 40基

南消防署建設事業費 2億540万円 庁舎建設等工事費、備品購入費ほか

一関図書館整備事業 7,817万円 実施設計

農地災害復旧費 3億156万円 復旧工事費、測量設計委託料ほか

文教施設災害復旧費 8億5,835万円 学校施設、社会教育・体育施設復旧工事費

9月
決算議会

用語解説：ギャップフィラーとは、電波の弱いエリアをカバーするための小規模な無線中継設備のことです。

議員定数条例の投票風景議員定数条例の投票風景
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【
広
聴
に
つ
い
て
】
広
聴
活
動
の

実
施
状
況
を
伺
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
に
は
市
民
の
声
を
聞
き

的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
要
望
書
や
請
願
書
の
受

付
、
市
長
へ
の
一
言
、
さ
ら
に
移

動
市
長
室
で
の
意
見
の
聴
取
、
そ

の
ほ
か
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
、
要
望
の
把
握

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
解
消
】
テ

レ
ビ
難
視
聴
地
区
解
消
事
業
の
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成
23
年
度
の
テ
レ
ビ
難
視
聴

地
区
の
実
績
は
、
市
の
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
ア
ン
テ
ナ
等
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
が
、
依
然
と
し

て
８
月
末
現
在
で
約
１
７
０
０
軒

の
地
デ
ジ
難
視
聴
世
帯
が
あ
る
。

こ
の
世
帯
に
は
暫
定
的
に
衛
星
放

送
を
ご
視
聴
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
年
度
の
ア
ン
テ
ナ
整
備
等
の
対

策
で
難
視
聴
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
見
込
ん
で
い

る
。

【
市
道
維
持
管
理
に
つ
い
て
】
市

道
の
草
刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
。

市
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
き
た
の
か
。
道
路
側

溝
土
砂
の
処
理
は
、
な
さ
れ
て
き

た
の
か
。

　

市
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
周
辺
の

草
刈
り
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、
一
部
業
者
に
よ
る
委

託
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
が
、
原

発
事
故
の
影
響
を
考
慮
し
、
現
地

で
の
刈
り
倒
し
対
応
で
通
行
の
安

全
に
努
め
て
い
る
。

　

道
路
側
溝
土
砂
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
土
砂
に
高
濃
度
の
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
、
市
で
は
独
自
に
サ
ン
プ
リ

ン
グ
の
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の

結
果
を
国
、
県
に
示
し
な
が
ら
汚

染
さ
れ
た
側
溝
土
砂
の
処
理
方
策

を
求
め
て
い
る
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
】

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

が
全
体
と
し
て
９
０
０
０
万
円
ほ

ど
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
一
関
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

県
が
指
導
、
監
督
す
る
権
限
を

持
っ
て
い
る
。
市
の
立
場
と
し
て

は
、
現
在
９
０
０
０
万
円
余
の
補

助
金
の
補
助
す
る
先
と
し
て
補
助

対
象
、
そ
の
補
助
金
が
適
正
に
執

行
さ
れ
る
と
い
う
視
点
か
ら
様
々

な
機
会
を
と
ら
え
て
指
導
、
ま
た

は
助
言
で
関
与
を
し
て
い
る
。

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
】

一
関
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
が
、
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

８
月
６
日
に
市
役
所
に
お
い

て
、
現
在
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

利
用
さ
れ
て
い
る
10
の
団
体
の

方
々
と
旧
ダ
イ
エ
ー
の
（
仮
称
）

シ
ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
ご
意

見
と
し
て
は
、
高
齢
者
に
対
応
し

た
駐
車
場
確
保
が
必
要
で
は
な
い

か
等
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

【
納
税
組
合
に
つ
い
て
】
優
良
組

合
の
報
償
費
、
組
合
の
補
助
金
、

連
合
会
の
補
助
金
、
組
合
の
加
入

率
の
状
況
に
つ
い
て
。
30
人
未
満

の
納
税
組
合
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　

組
合
の
加
入
率
は
、
世
帯
ベ
ー

ス
で
、
平
成
23
年
度
末
が
47
・

７
％
で
あ
り
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。

　

平
成
23
年
度
末
で
30
人
に
満

た
な
い
組
合
５
２
８
組
合
中
、

１
１
３
組
合
で
全
体
の
21
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
果
た
す
役

割
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
新
た
な
基
準

で
表
彰
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
事

務
費
補
助
金
に
つ
い
て
も
改
正
を

す
る
。
納
税
貯
蓄
組
合
は
収
納
率

向
上
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
必
要

な
組
織
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
と
も
、
組
合
員
の
皆
様

の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

【
防
災
メ
ー
ル
】
い
ち
の
せ
き
防

災
メ
ー
ル
の
活
用
状
況
は
。

　

い
ち
の
せ
き
防
災
メ
ー
ル
は
平

成
22
年
３
月
か
ら
運
用
し
て
い

る
。
メ
ー
ル
の
配
信
基
準
は
、
救

急
車
以
外
の
消
防
車
両
等
が
出
動

す
る
災
害
等
に
配
信
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
登
録
者
は
平
成
24
年

８
月
１
日
現
在
、
４
５
６
２
人
と

な
っ
て
い
る
。
い
ち
の
せ
き
防
災

メ
ー
ル
の
種
類
は
、
火
災
出
動
、

救
助
出
動
、
災
害
警
戒
の
３
種
類

に
区
分
し
て
い
る
。

【
放
射
能
に
つ
い
て
】
放
射
能
汚

染
、
福
島
第
１
原
発
は
、
３
・
11

〜
４
・
７
ま
で
に
３
回
水
素
爆
発

し
て
い
る
。
政
府
、
東
京
電
力
は

正
し
い
情
報
を
出
さ
な
か
っ
た
。

知
ら
な
い
国
民
は
被
曝
し
た
。
当

時
は
一
貫
し
て
国
と
同
じ
20
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
は
大
丈
夫
な
ん

だ
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
の
検

証
に
つ
い
て
伺
う
。

　

放
射
性
物
質
の
汚
染
に
つ
い
て

当
市
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
６

月
６
日
に
一
関
地
区
合
同
庁
舎
に

お
い
て
県
に
よ
る
測
定
結
果
が
示

さ
れ
、
当
市
の
放
射
性
物
質
の
降

下
に
よ
る
汚
染
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
６
月
13
日
か
ら
20
日
ま

で
の
間
に
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
等
１
１
１
施
設
の
公
園
庭

の
中
央
部
で
空
間
線
量
率
の
測
定

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の

指
導
に
よ
り
取
り
組
め
る
こ
と
は

実
施
し
て
き
た
。

【
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
】
合
併

処
理
浄
化
槽
の
市
町
村
設
置
型
と

個
人
設
置
型
の
比
較
に
つ
い
て
伺

う
。

　

標
準
的
な
７
人
槽
の
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、
工
事
費
は
１

基
あ
た
り
１
１
０
万
４
０
０
０

円
で
あ
り
、
市
設
置
型
の
場
合

は
こ
れ
に
10
万
８
０
０
０
円
を

加
算
し
た
１
２
１
万
２
０
０
０

円
が
整
備
費
と
な
る
。
こ
の
う

ち
、
市
の
実
質
的
な
負
担
金
額

は
、
11
万
８
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
整
備
後
の
維
持
管
理
費
に

つ
い
て
は
、
30
年
間
で
１
基
あ
た

り
１
０
７
万
４
０
０
０
円
の
市
の

負
担
額
が
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。

　

個
人
設
置
型
の
場
合
は
、
標
準

的
な
整
備
費
１
１
０
万
４
０
０
０

円
の
う
ち
、
14
万
７
０
０
０
円
が

整
備
年
度
に
お
け
る
市
の
実
質
的

な
負
担
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
設
置
時
に
お
け

る
整
備
費
に
か
か
る
市
の
実
質
的

な
負
担
に
つ
い
て
は
整
備
方
式
に

よ
る
差
異
は
あ
ま
り
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
市
設
置
型
の
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
後
年
度

の
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
】、
災

害
時
に
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る

と
あ
る
が
情
報
は
何
件
あ
っ
た
の

か
。

決
算
審
査
に
か
か
る

総
括
質
疑

放射能除染作業
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Ｆ
Ｍ
放
送
は
毎
日
、
朝
昼
夕
方

の
計
５
回
、
１
時
間
30
分
の
放
送

枠
を
確
保
し
て
各
種
の
行
政
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。
臨
時
的
な
も

の
と
し
て
災
害
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。
気
象
情
報
や
洪
水
警
報
が

発
表
さ
れ
た
際
の
お
知
ら
せ
や
熊

の
出
没
情
報
な
ど
を
通
常
放
送
の

合
間
を
ぬ
っ
て
随
時
放
送
し
て
い

る
。
な
お
、
大
規
模
災
害
の
場
合

は
、
市
が
放
送
主
体
と
な
り
直
接

災
害
情
報
を
放
送
す
る
し
、
大
雨

や
洪
水
な
ど
緊
急
に
情
報
伝
達
が

必
要
な
場
合
は
、
通
常
放
送
に
割

り
込
ん
で
災
害
防
災
状
況
を
放
送

す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

【
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
】
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
基
礎

科
学
の
研
究
は
必
要
性
が
あ
り
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
問

題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
建
設

費
が
８
０
０
０
億
円
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
今
後
一
関
市
の
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

工
事
の
着
手
は
い
つ
か
ら
か
、
工

事
費
は
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
良

い
こ
と
ば
か
り
書
い
て
い
る
。
活

断
層
が
な
い
硬
い
岩
盤
と
あ
る

が
、
安
全
性
は
ど
う
か
。
巨
大
な

ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
、
市
民
の
生

産
基
盤
を
壊
す
の
で
は
、
災
害
の

誘
因
に
な
ら
な
い
も
の
か
。
放
射

性
物
質
の
捨
て
場
に
な
ら
な
い

か
。

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

の
建
設
費
は
、
国
が
半
分
の

４
０
０
０
億
円
を
負
担
し
、
残
り

を
参
加
国
で
負
担
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
決
定
し
て
い
な

い
。
建
設
工
事
及
び
研
究
機
関
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年
代
後
半

か
ら
約
10
年
間
工
事
が
行
わ
れ
、

２
０
２
０
年
代
か
ら
施
設
が
稼
働

し
、
実
験
期
間
は
20
年
か
ら
30
年

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

建
設
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
北

上
高
地
は
南
北
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
岩
盤
帯
は
非
常
に
硬
質

で
あ
り
、
活
断
層
に
つ
い
て
も
県

が
東
北
大
学
と
共
同
研
究
を
行
っ

た
結
果
、
活
断
層
は
な
い
と
い
う

結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル

の
崩
落
等
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
道
路
や
鉄
道
の
ト

ン
ネ
ル
と
同
様
に
調
査
、
設
計
を

行
い
安
全
を
期
し
て
建
設
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
終
了
後
に
岩
手
県
が
、
核

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
へ
の
転
用

を
認
め
る
こ
と
は
な
い
と
伺
っ
て

お
り
、
市
も
同
様
に
考
え
て
い

る
。

　

岩
手
県
で
は
立
地
協
定
に
担
保

す
る
考
え
で
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。

【
宅
地
災
害
工
事
】
宅
地
災
害
復

旧
工
事
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
の
件
数
は
１
９
６
件
で

す
が
宅
地
被
害
は
、
ど
の
よ
う
な

広
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
現
在
も
含
め
て
申
請
の
実
態
に

つ
い
て
伺
う
。

　

宅
地
災
害
復
旧
工
事
補
助
金

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

個
人
の
所
有
す
る
宅
地
の
復
旧

に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
も
の
で
、
１
カ
所
あ

た
り
の
補
助
金
額
は
２
０
０
万

円
が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
23
年
度
の
宅
地
災
害
復
旧
工

事
補
助
金
の
実
績
は
、
申
請
件

数
１
９
６
件
、
対
象
工
事
費

は
５
億
２
１
４
万
６
８
５
７

円
、
補
助
金
交
付
額
は

１
億
７
７
９
２
万
４
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
平
成

25
年
ま
で
の
事
業
で
あ
り
、
平

成
24
年
度
の
申
請
状
況
に
つ
い

て
は
、
９
月
４
日
現
在
で
申
請

件
数
１
２
５
件
、
対
象
工
事
費

は
２
億
３
４
１
４
万
１
６
０
７

円
、
補
助
金
決
定
交
付
額
は

1
億
６
９
３
万
５
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

【
雇
用
対
策
】
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
は
、
地
域
に
お

け
る
継
続
的
な
雇
用
機
会
の
創
出

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21

年
度
２
億
６
０
０
０
万
円
、
平
成

22
年
度
１
億
１
０
０
万
円
、
平
成

23
年
度
１
億
３
０
０
０
万
円
の
委

託
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

成
果
を
伺
う
。

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
は
、
地
域
に
お
け
る
継
続
的

な
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
創
設
さ
れ
、
最
終
年
度

の
平
成
23
年
度
末
ま
で
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
新
規
雇
用
者
は
、
実
人

数
で
１
０
３
人
中
35
人
と
な
っ
て

い
る
。

【
中
学
校
最
先
端
科
学
体
験
研
修
】

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画

で
、
60
名
ほ
ど
の
中
学
生
が
参
加

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
２
泊

３
日
、
そ
の
ね
ら
い
と
成
果
を
伺

う
。

　

中
学
校
最
先
端
科
学
体
験
研
修

は
、
昨
年
度
か
ら
中
学
校
が
最
先

端
科
学
の
実
際
に
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
科
学
技
術
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
い
う
こ
と
と
、
次
世

代
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
と

い
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施

し
た
。
自
分
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
る
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
り
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
考
え

て
い
る
。

【
歳
入
】
特
別
地
方
交
付
税
決

算
額
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。
普
通
交
付
税
は
平
成

22
年
度
と
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、
こ
の
特
別
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
平
成
22
年
度
の
決
算
額

14
億
２
４
７
０
万
円
に
比
べ
、
平

成
23
年
度
は
56
億
１
８
７
０
万
円

と
約
４
倍
の
42
億
円
の
大
幅
増
と

な
っ
て
い
る
。
大
幅
に
増
え
た
要

因
は
、
何
か
。

　

特
別
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税

で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
特
殊
な
財

政
事
情
に
つ
い
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
の
決
算

額
56
億
１
８
７
０
万
１
０
０
０
円

の
内
訳
と
し
て
は
、
従
来
の
交
付

対
象
項
目
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い

東
日
本
大
震
災
以
外
の
災
害
の
応

急
対
応
経
費
や
災
害
復
旧
等
で
大

幅
に
増
加
し
た
。

　

第
39
回
一
関
市
議
会
臨
時
会

は
、
会
期
を
７
月
20
日
の
１
日
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
１
件
、
請
負
契
約
２

件
な
ど
市
長
提
案
３
件
を
審
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
員
発
議
に
よ
り
意
見

書
が
１
件
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

○

放
射
線
対
策
事
業
費

10
億
５
７
６
万
６
０
０
０
円

　

う
ち

　

放
射
線
量
測
定
業
務
委
託
料　

８
億
８
１
５
８
万
円

　

小
中
学
校
等
除
染
工
事
費

　

１
億
２
４
１
８
万
６
０
０
０
円

請
負
契
約

１
、
藤
沢
こ
ど
も
園
建
設
（
建

築
）
工
事　

　

契
約
金
額

３
億
１
５
０
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
三
ツ
矢
建
設
工
業

２
、一
関
市
立
大
東
小
学
校
屋
内

運
動
場
建
設
（
建
築
）
工
事

　

契
約
金
額　

２
億
４
７
５
万
円

　

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
千
葉
建
設

意
見
書
の
提
出

　

Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
中

止
を
求
め
る
意
見
書

臨
時
会（
７
／
20
）報
告

中学校最先端科学体験研修（つくば市）
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決算審査特別委員会、分科会報告
決算審査特別委員会は、各分科会を含め６日間にわたって開催し、「平成23年度一関市一般会計
決算」ほか、決算関係等の議案の審査を行いましたのでお知らせいたします。

　

本
定
例
議
会
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、「
平
成

23
年
度
一
関
市
一
般
会
計
決

算
」
ほ
か
16
件
の
決
算
関
係
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
に
正
副
委
員
長
の

互
選
を
行
い
、
委
員
長
に
私

が
、
副
委
員
長
に
橋
本
周
一
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
関
係
各
部
長
か
ら
補
足
説

明
を
受
け
た
後
、
９
月
６
日
、

７
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
総
括

質
疑
を
実
施
し
、
18
人
の
委
員

が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
決
算
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
内
容
が
膨
大
で
あ
る

た
め
、
議
案
を
所
管
に
関
す
る

常
任
委
員
会
単
位
に
分
け
て
４

つ
の
分
科
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
９
月
10
日
、
11
日
に
各
分

科
会
に
お
い
て
審
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
審
査
内
容
の
一
部
に

つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
か
ら
の
分

科
会
報
告
の
と
お
り
で
す
。

　

そ
の
結
果
を
９
月
18
日
の
特

別
委
員
会
で
報
告
を
受
け
、
当

特
別
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を

得
る
た
め
採
決
を
し
ま
し
た
。

「
平
成
23
年
度
一
関
市
一
般
会

計
決
算
」
を
は
じ
め
５
議
案
は

賛
成
多
数
で
、
そ
の
ほ
か
12
議

案
は
満
場
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
を
受
け
、
９
月
21
日
の

本
会
議
に
お
い
て
審
査
経
過
と

結
果
を
報
告
し
、
そ
の
際
、
産

業
経
済
分
科
会
よ
り
「
指
定
管

理
者
制
度
の
的
確
な
運
営
を
図

る
た
め
、
市
当
局
に
対
し
て
、

十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と

も
に
、
指
定
管
理
団
体
に
対
し

て
適
正
な
指
導
を
行
わ
れ
る
よ

う
努
め
る
こ
と
」
と
の
要
望
が

あ
っ
た
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

委
員
長　

千
葉　

幸
男
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●
税
の
滞
納
と
不
納
欠
損
は

　

23
年
度
収
入
未
済
額
は
、
軽
自
動

車
、固
定
資
産
、市
県
民
、
国
保
の
各
税

合
計
で
３
億
６
千
８
百
万
円
ほ
ど
で
あ

り
、
過
年
度
滞
納
分
17
億
２
千
万
円
弱

を
合
わ
せ
る
と
20
億
８
千
８
百
万
円
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
。

　

不
納
欠
損
処
理
は
、
各
税
合
計
で

１
千
９
百
30
件
で
、
１
億
40
万
円
と
な

る
。

　

督
促
、
催
告
、
土
日
開
庁
で
の
相

談
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電
話
や

個
別
訪
問
で
収
納
対
応
し
て
い
る
。

●

広
聴
の
あ
り
方
は

　

地
域
、
住
民
か
ら
市
へ
の
要
望
に
対

し
、
各
部
で
検
討
し
文
書
で
回
答
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
い

た
が
、
今
年
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、
各
部
長
あ
る
い
は
各
支
所
長
が
現

場
を
見
て
、
地
元
に
出
向
い
て
、
要
望

に
対
す
る
意
見
交
換
を
し
て
対
応
し
て

い
く
。

●

防
災
へ
の
取
り
組
み
は

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
は
、
既
存
マ

ス
ト
の
活
用
と
新
設
マ
ス
ト
の
整
備
と

二
つ
の
方
法
で
今
年
度
か
ら
工
事
に
入

り
、
25
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
と
し
て

い
る
。

　

28
年
５
月
以
降
の
デ
ジ
タ
ル
移
行
に

向
け
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
併
用

し
少
し
ず
つ
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
更
新
し

て
い
く
形
に
な
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
期

限
前
に
前
倒
し
で
早
め
に
整
備
し
て
い

く
。

●

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事
業
の
成

果
は

　

こ
の
事
業
は一
時
的
緊
急
的
な
も
の
で

は
な
く
、
雇
用
し
た
企
業
に
定
着
し
て

も
ら
い
た
い
狙
い
が
あ
り
、
正
規
雇
用
は

35
人
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
事

業
は
国
の
予
算
で
、
21
年
か
ら
23
年
度

ま
で
で
終
了
し
て
お
り
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
が
必
ず
し
も
安
定
雇
用
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

●

花
と
泉
の
公
園
管
理
の
現
状
は

　

財
政
的
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
会
社
経

営
の
中
で
、
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
一

方
、
地
震
被
害
に
よ
り
施
設
を
休
園
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
人
材
育
成
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
等
に
、
行
政
と
し
て
支
援
し

な
け
れ
ば
立
ち
い
か
な
い
一
面
が
あ

り
、
指
定
管
理
料
と
は
別
に
、
緊
急
雇

用
な
り
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
で

支
援
し
た
。
課
題
を
抱
え
る
現
状
で
あ

る
。

●
工
業
振
興
の
実
績
は

　

平
成
23
年
度
は
４
社
の
誘
致
が
あ
り

立
地
を
見
た
。
正
規
社
員
は
、
最
終
計

画
で
51
名
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
22
年

度
か
ら
厳
し
い
経
済
状
況
に
か
ん
が

み
、
企
業
立
地
の
補
助
要
件
を
５
名
以

上
に
引
き
下
げ
て
い
る
。

●

利
用
自
粛
牧
草
等
処
理
円
滑
化
事
業

の
内
容
は

　

放
射
能
汚
染
さ
れ
て
い
る
農
林
業
の

廃
棄
物
と
言
わ
れ
る
、
稲
わ
ら
、
牧

草
、
堆
肥
の
で
き
る
だ
け
早
期
の
処
理

に
向
け
て
活
用
し
た
。
特
に
焼
却
す
る

牧
草
に
つ
い
て
は
粛
々
と
進
め
て
い

る
。
暫
定
許
容
値
の
引
き
下
げ
に
よ
り

新
た
に
増
え
た
使
用
で
き
な
い
牧
草

は
、
国
県
の
情
報
を
得
た
上
で
検
討
し

た
い
。

総
務
分
科
会 

委
員
長　

佐
々
木
清
志

産
業
経
済
分
科
会 

委
員
長　

千
葉　

大
作

分
科
会
報
告
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●
道
路
照
明
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か

　

照
明
灯
の
球
が
切
れ
た
も
の
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
。
平
成
24
年
度
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
交
換
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
直
す
と
電
気
料
が
75
％
ほ
ど
下

が
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●

災
害
遺
構
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
維
持
管
理
は

　

直
営
で
行
っ
て
い
る
が
、
来
年
度
震

災
後
５
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
検
討
課

題
と
し
て
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●

歴
史
の
小
道
整
備
事
業
の
全
体
像
は

　

平
成
13
年
度
に
計
画
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

歴
史
の
小
道
だ
け
で
な
く
桜
の
小
道

整
備
計
画
も
あ
る
の
で
、
全
体
を
回
遊

で
き
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

●

震
災
に
よ
る
被
災
者
の
公
営
住
宅
入

居
状
況
は

　

市
営
住
宅
と
雇
用
促
進
住
宅
を
合
わ

せ
て
、
２
０
２
世
帯
、
５
０
５
人
と

な
っ
て
い
る
。

●

平
成
28
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
を
個

人
設
置
型
で
統
一
し
て
い
く
と
し
て

い
る
が
、
市
民
的
に
異
論
が
あ
る
の

で
は

　

方
針
は
、
今
年
の
２
月
に
示
し
、
個

人
設
置
型
に
つ
い
て
補
助
を
２
割
嵩
上

げ
し
実
施
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
あ

る
こ
と
を
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た

い
。

●

い
じ
め
問
題
へ
の
取
り
組
み
は

　

大
津
市
の
い
じ
め
問
題
が
と
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
が
、
実
態
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
学
校
を

通
じ
て
情
報
が
入
っ
て
く
る
の
が
第
一

の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
最
近
は
学
校
を
飛

び
越
え
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
教
育
委
員
会

に
入
っ
て
く
る
割
合
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
ま
ず
学
校
に
相
談
し
て
ほ

し
い
。

●

藤
沢
病
院
病
床
利
用
状
況
は

　

病
床
利
用
率
は
90
％
を
超
え
て
い

る
。
利
用
率
が
高
い
こ
と
は
経
営
上
大

変
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
医
業
収
益
が
し
っ

か
り
確
保
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
体
制
を
十
分
確
保

し
な
が
ら
経
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●

か
か
り
つ
け
医
と
の
関
わ
り
は

　

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

特
に
医
療
、
介
護
の
課
題
が
多
い
。
基

本
的
に
は
医
師
会
を
通
じ
て
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。
か
か
り
つ
け
医
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

●

ご
み
焼
却
場
の
新
設
は

　

県
の
広
域
化
計
画
で
は
、
胆
江
、
一

関
エ
リ
ア
の
ご
み
焼
却
場
は
、
一
本
化

を
打
ち
出
し
て
い
た
。
震
災
に
よ
る
が

れ
き
処
理
や
放
射
能
の
対
応
な
ど
現
状

は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
今
後
胆
江

と
一
本
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
必
要
で
は
な

い
か
等
の
つ
い
て
県
と
詰
め
て
い
き
た

い
。

建
設
分
科
会 

委
員
長　

小
山　

雄
幸

教
育
民
生
分
科
会 

委
員
長　

佐
藤　

雅
子

分
科
会
報
告
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○
一
関
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
一
関
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
一
関
市
宿
泊
交
流
研
修
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
一
関
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

以
上
、
４
つ
の
条
例
に
つ
い
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
満
場
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
10

月
29
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

次
の
２
氏
を
推
薦
し
、
い
ず
れ
も
満
場

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

○
赤
荻
字
松
木
地
内
赤
線
（
仮
称
）
の
改

良
整
備
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者　

山
目
第
7
南
区
長

佐
々
木
栄
治
氏
ほ
か
10
名

　

・
・
・
取
り
下
げ

○
後
沢
田
地
内
の
私
道
を
市
道
へ
改
良
整

備
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者　

中
里
７
区
区
長

加
藤　
　

榮
氏
ほ
か
９
名

　

・
・
・
取
り
下
げ

○
市
道
中
里
後
沢
田
線
（
中
里
字
沢
田
地

内
）
か
ら
市
道
赤
荻
泉
沢
線
（
山
目
字
館

地
内
）
に
通
ず
る
道
路
の
建
設
に
つ
い
て

の
請
願

請
願
者　

中
里
７
区
区
長

加
藤　
　

榮
氏
ほ
か
９
名

　

・
・
・
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託

○
地
方
交
付
税
の
速
や
か
な
交
付
を
求
め

る
意
見
書

○
除
染
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
牧
草
地
に
係
る
除
染
対
策
へ
の
支
援
を

求
め
る
意
見
書

○
放
射
性
物
質
汚
染
に
よ
る
食
品
の
出
荷

制
限
・
解
除
の
区
域
の
考
え
方
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

○
被
災
者
二
重
ロ
ー
ン
債
務
減
免
制
度
の

運
用
の
抜
本
的
に
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書○
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
誘
致
を
求
め
る
意
見
書

○
30
人
以
下
学
級
実
現
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

以
上
、
7
つ
の
意
見
書
が
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

請

願

意

見

書

※9月定例会の議案件数は、市長提案30件、議員発議８件でした。

【表決が分かれた案件】
６月議会 請願第３号 医療従事者の増員と夜勤改善で安心・安全の医療・介護を求める請願 賛成少数 不 採 択
臨 時 会 発議第10号 MV22オスプレイの配備中止を求める意見書 賛成多数 可　決

９月議会

認　第14号 平成23年度一関市一般会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決
認　第15号 平成23年度一関市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決
認　第16号 平成23年度一関市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決
認　第24号 平成23年度一関市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 賛成多数 可　決
認　第28号 平成23年度一関市水道事業会計決算の認定について 賛成多数 可　決
発議第11号 国際リニアコライダー（ILC) の誘致を求める意見書について 賛成多数 可　決
発議第13号 一関市議会議員定数条例の制定について 賛成多数 可　決

日本共産党一関市議団 関　政　会 公　和　会 一　新　会 会派に属さない

大
野　
　

恒

岡
田
も
と
み

藤
野　

秋
男

石
山　
　

健

菊
地　

善
孝

千
葉　

大
作

槻
山　
　

隆

橋
本　

周
一

岩
渕　

一
司

阿
部　

孝
志

木
村　
　

實

佐
山　

昭
助

勝
浦　

伸
行

尾
形　

善
美

佐
藤　

雅
子

千
葉　
　

満

小
山　

雄
幸

牧
野
茂
太
郎

千
田　

恭
平

佐
藤　

弘
征

武
田
ユ
キ
子

須
藤　

節
男

金
野　

盛
志

岩
渕　

善
朗

及
川　

文
彦

菅
原　
　

巧

佐
々
木
賢
治

佐
々
木
清
志

海
野　

正
之

千
葉　

幸
男

那
須
茂
一
郎

及
川　

忠
之

沼
倉　

憲
二

岩
渕　
　

優

菅
原　

啓
祐

６月議会 請願第３号 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × 議

臨 時 会 発議第10号 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 欠 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 議

９月議会

認　第14号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　第15号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　第16号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　第24号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　第28号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

発議第11号 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

発議第13号 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

※　議は議長、○は賛成、×は反対、欠は欠席、－は退席になります。
※　お詫び：平成24年6月議会の採決結果に掲載もれがありました。大変申し訳ありません。
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う
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氏

 

（
70
歳
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一
関
市
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が
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う
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氏
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50
歳
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千
厩
町
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幸こ
う

午ご 

氏

 

（
63
歳
）

 

花
泉
町
花
泉

教
育
委
員
の
任
命

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

審
議
さ
れ
た
議
案
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議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
は
、
本
年
３
月
14

日
の
本
会
議
に
お
い
て
設

置
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
調

査
事
件
「
議
員
定
数
に
関

す
る
調
査
及
び
関
連
す
る

調
査
事
項
」
を
３
月
14
日

開
催
の
第
１
回
委
員
会
か

ら
延
べ
８
回
の
委
員
会
を

重
ね
、
付
託
事
件
に
関
し

て
調
査
、
検
討
協
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特

に
議
員
定
数
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
全
国
市
議
会

議
長
会
の
資
料
に
よ
る
全

国
市
議
会
に
お
け
る
議
員

定
数
の
あ
り
方
、
岩
手
県

内
市
議
会
の
委
員
定
数
に

関
わ
る
取
り
組
み
等
の
資

料
を
基
に
、
一
関
市
の
現

状
と
議
員
定
数
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
協
議
を
重

ね
た
結
果
に
お
い
て
、
一

関
市
議
会
議
員
定
数
を
次

期
選
挙
か
ら
30
人
と
す
る

旨
の
報
告
を
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
一
部
に

は
結
果
を
出
す
の
は
早
す

ぎ
る
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
会
と
し
て
９

月
議
会
で
結
果
報
告
を
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、

７
月
に
行
っ
た
「
市
民
と

議
員
の
懇
談
会
」
に
お
い

て
も
、
そ
の
よ
う
に
話
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
自
ら
議
員

定
数
を
削
減
し
、
議
員
定

数
条
例
を
制
定
、
可
決
を

み
た
訳
で
す
が
、
議
会
と

し
て
今
ま
で
以
上
の
活
動

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
念

頭
に
お
き
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。

委
員
長　

佐
藤　

弘
征

議
員
定
数
等
調
査

特
別
委
員
会
報
告

議員定数条例が制定されました
～現行「37」から定数「30」に削減～

１
、
調
査
事
件

　
　

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
及
び
関
連
す
る
調
査
事
項

２
、
調
査
の
経
過

３
、
調
査
の
結
果

　

当
委
員
会
の
議
員
定
数
は
30
名
と
す
る
旨
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

協
議
の
中
で
、
報
告
に
あ
っ
て
は
、
議
員
定
数
を
30
名
と
し
て
報
告
す
る
意
見
、
ま
た
は
議
員
定
数
を
30
名

と
す
る
案
と
議
員
定
数
を
34
名
と
す
る
案
の
併
記
を
報
告
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
多
数
に

よ
り
、
議
員
定
数
を
30
名
と
す
る
旨
報
告
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　

な
お
、
採
決
の
後
、
菊
地
善
孝
委
員
よ
り
、
少
数
意
見
の
留
保
の
申
し
出
が
あ
り
、
賛
成
者
が
あ
っ
た
の

で
、
少
数
意
見
の
留
保
が
成
立
し
た
。

議
員
定
数
を
30
名
と
す
る
理
由

①　

議
員
定
数
問
題
は
議
会
改
革
の
中
で
最
も
重
要
な
項
目
の
一
つ
、
議
会
機
能
発
揮
の
た
め
に
は
議
員
間
の

討
議
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
28
名
か
ら
30
名
は
必
要
で
あ
り
、
当
市
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
定
数
30
名
は
必
要
で
あ
る
。

②　

人
口
10
万
人
以
上
20
万
人
未
満
の
自
治
体
で
、
議
員
定
数
が
26
名
か
ら
30
名
の
自
治
体
は
全
体
の
47
％
に

な
っ
て
い
る
。
行
政
も
行
財
政
改
革
に
非
常
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
る
流
れ
の
中
で
、
議
員
定
数
は
26
名

か
ら
30
名
を
ベ
ー
ス
と
す
べ
き
で
あ
り
、
30
名
と
い
う
の
が
適
当
で
あ
る
。

議
員
定
数
を
34
名
と
す
る
理
由

①　

市
民
と
議
員
の
懇
談
会
で
、
定
数
を
削
減
す
べ
き
だ
と
い
う
市
民
意
見
は
、
ご
く
一
部
で
現
状
の
34
名
の

趣
旨
に
集
約
さ
れ
る
。

②　

合
併
間
も
な
い
藤
沢
地
域
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
は
配
慮
を
欠
く
の
で
は

な
い
か
。

審
議
経
過
に
つ
い
て

　
　
（
平
成
24
年
９
月
18
日　

委
員
長
報
告
）

期　
　
　

日

一
関
市
議
会
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
を
開
催

（
協
議
事
項
）
：
内
容
に
つ
い
て

平
成
24
年
３
月
14
日

正
副
委
員
長
の
互
選　
　

委
員
長　

佐
藤　

弘
征

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

佐
山　

昭
助

平
成
24
年
４
月
10
日

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
24
年
６
月
21
日

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
24
年
６
月
22
日

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

平
成
24
年
８
月
17
日

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

平
成
24
年
８
月
23
日

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

平
成
24
年
９
月
13
日

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

平
成
24
年
９
月
18
日

委
員
会
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
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平
成
24
年
９
月
21
日
に

佐
藤
弘
征
議
員
か
ら
「
一

関
市
議
会
議
員
定
数
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
の
発

議
が
出
さ
れ
、
審
議
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
４
名
の

議
員
か
ら
討
論
通
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

発
議
第
13
号　

一
関
市
議

会
議
員
定
数
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

提
出
者

佐
藤　

弘
征
議
員

一
関
市
議
会
議
員
定
数
条

例
　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22

年
法
律
第
67
号
）
第
91
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

一
関
市
議
会
議
員
の
定
数

は
、
30
人
と
す
る
。

　

付
則

１
、
こ
の
条
例
は
、
公
布

の
日
以
後
初
め
て
そ
の

期
日
を
告
示
さ
れ
る
一

般
選
挙
か
ら
施
行
す

る
。

２
、
省
略

　

七
市
町
村
合
併
、
藤
沢

町
編
入
合
併
で
議
員
数

１
３
０
削
減
、
議
会
は
身

を
削
っ
て
き
た
。
し
か
る

に
、
現
在
の
定
数
は
37
で

あ
り
、
一
挙
に
７
削
減
す

る
定
数
30
と
す
る
発
議
案

は
拙
速
で
あ
る
。
市
民

と
議
員
の
懇
談
会
で
は
、

〝
議
員
数
を
削
減
す
べ
き

で
は
な
い
〞
と
の
意
見
が

多
く
、
議
会
は
市
民
の
民

意
に
寄
り
添
う
べ
き
で
あ

り
、
市
民
と
議
員
の
距
離

を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
。

殊
に
一
関
市
は
大
震
災
で

内
陸
部
最
大
の
被
害
を
受

け
、
復
興
は
こ
れ
か
ら
で

あ
り
、
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
汚
染
か
ら
の
再
起

も
時
間
を
要
す
る
。
広
大

な
市
域
で
山
積
す
る
課
題

を
抱
え
る
今
、
次
期
改
選

に
限
り
定
数
34
で
執
行
す

べ
き
で
あ
る
。

　

①
市
を
取
り
巻
く
社
会

的
要
因
と
し
て
急
激
な
人

口
減
少
社
会
で
あ
る
こ

と
。
②
当
市
は
行
財
政
改

革
を
行
い
、
こ
の
５
年
間

で
約
95
億
円
の
成
果
を
生

み
出
し
た
が
、
議
会
は
こ

の
先
頭
に
立
つ
必
要
が
あ

る
こ
と
。
③
財
政
上
も
合

併
特
例
の
期
間
が
終
え

る
、
平
成
34
年
度
の
標
準

財
政
規
模
は
、
約
百
億
円

縮
小
見
込
み
で
あ
る
こ

と
。
④
当
市
と
同
じ
よ
う

な
規
模
自
治
体
の
47
％
が

定
数
30
人
以
下
で
あ
る
こ

と
。
⑤
民
意
は
定
数
の
数

だ
け
で
な
く
、
議
員
活
動

を
通
し
て
、
新
た
な
民
意

を
創
設
す
る
こ
と
も
議
員

の
責
務
で
あ
る
こ
と
。

　

市
民
あ
っ
て
の
市
議

会
。
市
民
と
議
員
の
懇

談
会
で
、「
定
数
削
減
で

益
々
市
民
の
声
が
市
議

会
・
市
政
に
届
き
に
く
く

な
る
。
議
員
定
数
を
減
ら

す
べ
き
で
な
い
」
と
の
意

見
が
多
数
で
あ
っ
た
。
市

民
の
声
を
尊
重
す
る
立
場

か
ら
、
実
質
７
減
の
定
数

30
案
に
反
対
す
る
。
藤
沢

町
と
の
合
併
協
議
経
過
か

ら
来
年
の
選
挙
は
34
に
す

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

定
数
が
少
な
く
な
る
と
、

若
い
有
能
な
新
人
や
女
性

の
立
候
補
が
む
ず
か
し
く

な
る
懸
念
が
あ
る
。
東
京

都
23
区
の
面
積
の
約
倍
の

広
さ
。
減
ら
す
必
要
な
い

と
考
え
る
。

　

一
関
市
議
会
は
、
全
国

で
も
早
い
時
期
に
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
、
真
の

市
民
自
治
の
実
現
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。
一
関
市
議
会
の
議
会

改
革
へ
の
取
り
組
み
は
ま

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

す
が
、
改
革
の
方
向
は
見

え
て
き
て
お
り
、
改
革
の

具
体
的
内
容
も
見
え
て
き

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
ど
れ
か
ら
手
を
つ
け

て
良
い
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
訳
で
も
な
い
の
に

長
い
時
間
が
過
ぎ
て
行
き

ま
す
。
私
は
、
議
会
が
市

民
の
た
め
の
行
政
の
実
現

に
向
け
、
議
会
が
機
能
す

る
た
め
に
は
常
な
る
議
会

改
革
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
賛
成
す
る
も
の

で
す
。

　

採
決
に
つ
い
て
は
、
記

名
投
票
と
し
開
票
の
結

果
、
賛
成
19
票
、
反
対
15

票
で
し
た
。

　

賛
成
し
た
議
員
は
、
那

須
茂
一
郎
、
沼
倉
憲
二
、

岩
渕
優
、
勝
浦
伸
行
、
千

田
恭
平
、
金
野
盛
志
、
岩

渕
善
朗
、
及
川
文
彦
、
菅

原
巧
、
尾
形
善
美
、
佐
藤

雅
子
、
千
葉
満
、
佐
々
木

清
志
、
海
野
正
之
、
千
葉

幸
男
、
佐
藤
弘
征
、
小
山

雄
幸
、
佐
山
昭
助
、
牧
野

茂
太
郎
（
敬
称
略
）
で
あ

り
ま
し
た
。

　

反
対
し
た
議
員
は
、
及

川
忠
之
、
須
藤
節
男
、
橋

本
周
一
、
槻
山
隆
、
岡

田
も
と
み
、
藤
野
秋
男
、

佐
々
木
賢
治
、
菊
地
善

孝
、
岩
渕
一
司
、
阿
部
孝

志
、
石
山
健
、
大
野
恒
、

武
田
ユ
キ
子
、
木
村
實
、

千
葉
大
作
（
敬
称
略
）
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
任

期
満
了
に
よ
る
平
成
25
年

10
月
実
施
予
定
の
市
議
会

議
員
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
大
作
議
員

反
対

大
野　

恒
議
員

反
対

金
野
盛
志
議
員

賛
成

尾
形
善
美
議
員

賛
成

討

論

採

決
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市民と議員の懇談会を開催
　今年も、７月10日から20日まで『市民と議員の
懇談会』を開催いたしました。
　今回は昨年の８会場から20会場に増やし、さら
に、夜間の開催も増やして実施したところ、373人
の市民の皆様のご参加をいただきました。各会場で
の懇談で、議会や議員、そして市政に対して300
件を超えるご質問やご意見、ご提言をいただきまし
た。誠にありがとうございました。これらの内容を
担当する委員会において、概ね80項目に集約した
上で、その対処方策を協議検討いたしました。今回
の議会だよりにその結果を掲載させていただき、ご
報告にかえさせていただきます。
　議会といたしましても、皆様方からいただきまし
たご意見ご提言を真摯に受け止め今後の議会活動に
活かしてまいります。来年度も市民の皆様に開かれ
た議会の一環としてこの懇談会を開催する事といた
しておりますのでご参加いただきます様お願い申し
上げます。

藤沢公民館黄海分館

○報告事項 
市の現状、３月６月定例会等の報告、災
害対策特別委員会の報告、コミュニティ
FM、除染計画について
○質疑、意見交換 
　意見交換で出された要望等は次ページ参照

懇談会の内容
　皆様方からいただいた意見等については、次
ページにまとめておりますのでご覧ください。 
　また、委員会で協議検討すべき事項について
は、各委員会で調査中であり、終了後、市長要望
を実施するなど、行政課題の解決や、一層の議会
改革に向け、さらに取り組んでまいります。

意見・提言・要望事項について

会　　　場（地域） 開 催 日 参加人数
一関自然休養村管理センター（一関） 7月10日㈫ 6
大東コミュニティセンター（大東） 7月10日㈫ 26
奥玉ふるさとセンター（千厩） 7月10日㈫ 9
東山地域交流センター（東山） 7月10日㈫ 22
大原公民館（大東） 7月11日㈬ 17
千厩公民館（千厩） 7月11日㈬ 15
藤沢公民館黄海分館（藤沢） 7月11日㈬ 32
山目公民館（一関） 7月12日㈭ 15
中里公民館（一関） 7月12日㈭ 11
一関農村センター（一関） 7月12日㈭ 13

会　　　場（地域） 開 催 日 参加人数
花泉支所４階大会議室（花泉） 7月12日㈭ 9
花泉福祉センター（花泉） 7月12日㈭ 11
大東開発センター（大東） 7月12日㈭ 13
萩荘公民館（一関） 7月13日㈮ 13
一関文化伝承館（一関） 7月13日㈮ 24
弥栄公民館（一関） 7月13日㈮ 33
曲ろくふれあいセンター（室根） 7月18日㈬ 28
藤沢公民館（藤沢） 7月19日㈭ 25
一関文化センター小ホール（一関） 7月20日㈮ 33
川崎公民館（川崎） 7月20日㈮ 18
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「市民と議員の懇談会」での主な意見・提言・要望事項
参加者からの質問、意見・提言、要望等 会　場

※参照 検　　討　　結　　果

放射線対策

ホームページ以外でも農畜産物の放射能検査結果の情報発信を 厳、原、 　
中、滝、萩 市長へ要望

原発事故に伴う損害賠償の方法は 原、弥 市長へ要望
草地の反転耕の促進を 滝 市長へ要望
刈り取った草の処理方法の提示を 萩 市長へ要望
放射能に対して情報が不足し、不安があるため、講演会開催を 川 市長へ要望
農畜産物の風評被害対策を強化すべき 奥 市長へ要望
東日本大震災で壊れた危険家屋の復旧が遅れている、議会の働きかけは 川 委員会で協議検討
下水道の汚泥の放射能汚染対策は 文 委員会で協議検討
児童の放射能による健康問題の対応は、強制的に検査を 舞、摺 市長へ要望
家の周囲の放射線量が高い、除染は本当にできているのか、沢水を飲んでい
る、水田も汚染されているのでは 文 委員会で協議検討

放射能汚染対策は、もっとスピード感を持つべき 室 市長へ要望
保育園除染土の敷地内保管は好ましくないのではないか 黄 意見として拝聴
清田小学校の除染土の置き場所がまずいのではないか 千 意見として拝聴
保育園の園庭だけの除染ではなく、今後の展望は 川 委員会で協議検討
公共施設だけでなく各自宅も放射線量をきめ細かく測定すべき 総 意見として拝聴
情報公開、テレビ難視聴、防災行政無線、コミュニティ FM
多くの審議会の結果報告について、概要だけでなく肝心の中身について、ホー
ムページで公開すべき 千、摺 意見として拝聴

（10月からホームページに掲載）
テレビ難視聴の解消を 興 市長へ要望
大東など防災無線があり地域情報を出しているが、市全体の情報の共有化が必
要では、コミュニティ FMは入らず、有線は廃止された 奥 市長へ要望

コミュニティ FMで、災害情報を地域ごとに放送できないか、音楽ばかりだ、
地域情報を定時にしてほしい、どんな時に緊急放送になるのか 総 市長へ要望

コミュニティ FMが聞こえないので至急改善を 東
意見として拝聴
（難聴地域解消のため、９月頃から
順次工事に着手）

リニアコライダー
リニアコライダーの推進について経済効果のみならず、負の部分もあると思
う。地域文化や農業の振興とあわせ、一般市民の不安解消となる勉強を

東、千、原、
滝、文、奥 意見として拝聴

納税組合
納税組合への報奨金の不公平をなくすべきである 川 委員会で協議検討
産業振興
広大な山林を有する当市の林業振興をどのように推進するのか 東、興 市長へ要望
所得確保ができる農業振興を推進すべきでは 滝 市長へ要望
平泉を中心とした観光振興を進めるべきでは 千、滝 市長へ要望
一関の歴史的な町名が変更されたが戻すか旧名の看板設置を。その上で観光客
が「賢人」の生家などを訪れるように 花 意見として拝聴

正社員で安定的な雇用を 弥、文、舞 市長へ要望

※会場の説明
　＜文：一関文化センター＞＜山：山目公民館＞＜中：中里公民館＞＜滝：一関農村センター＞
　＜厳：一関自然休養村センター＞＜萩：萩荘公民館＞＜舞：一関文化伝承館＞＜弥：弥栄公民館＞
　＜花：花泉支所会議室＞＜総：花泉総合福祉センター＞＜原：大原公民館＞＜興：大東開発センター＞
　＜摺：大東コミュニティセンター＞＜千：千厩公民館＞＜奥：奥玉ふるさとセンター＞
　＜東：東山交流センター＞＜室：曲ろくふれあいセンター＞＜川：川崎公民館＞＜藤：藤沢公民館＞
　＜黄：藤沢公民館黄海分館＞



市議会だより 平成24年11月１日 第30号 14市議会だより 平成24年11月１日 第30号 14

参加者からの質問、意見・提言、要望等 会　場
※参照 検　　討　　結　　果

環境、エネルギー
熊などの出没で生活が脅かされている 舞、摺 市長へ要望
太陽光や風力などでエネルギーの開発が必要でないか 原 市長へ要望
道路、公共施設、インフラ整備

財政状況が厳しいが、市道の改良、舗装は市内全体を見回し、８つの旧市町村
のバランスを考え、優先順位をつけるべき 黄 意見として拝聴

建設中の新しい国道や市道にカラーなどで区分けするなど、自転車が通れる歩
道の設置を 滝 意見として拝聴

公共施設のトイレの水洗化を 総 市長へ要望

市営住宅の入居基準が変わったのか、区長にどのような方が入居してくるか連
絡すべきでは 摺 市長へ要望

前市長当時の駅舎等の東西通路事業はどうなったのか、一関くらい活気のない
駅前は他にないと他から来る人に言われる 舞 市長へ要望

中東北の拠点都市と言われているが、室根地域は、隣接する気仙沼市と比較す
ると、水道、光通信のインフラ整備が遅れている、格差を作らないように、市
議会も認識を持って対応すべき

室 市長へ要望

旧ダイエーは駐車場がなく、買い物等が不便、公民館やＦＭが新たに入るとの
ことだが、駐車場の確保は 萩

意見として拝聴
（市営駐車場の無料券発行などによ
る利便を図ることを検討中。）

東日本大震災の法面崩壊で21世帯が被災、避難が15世帯、住宅購入にかかる
二重ローンへ支援を、家の完成はさらに時間がかかるため、避難住宅の期間延
長を

山 市長へ要望

治水対策
富沢などの内水処理対策を、家がないことから優先度が落ちる 弥 市長へ要望
遊水地小堤の工事は、下流部の洪水対策に配慮しつつ、早期完工すべき 弥、中 市長へ要望
地域医療、健康づくり
医師確保を 原 市長へ要望

経営戦略が優れた藤沢病院の取り組みは 舞

意見として拝聴
（地域医療の確保と経営を重点に考
える院長の尽力で安定した医療につ
ながっている）

医療施設（県立大東病院）の充実を早くすべき 室、興 市長へ要望
大東病院のプール、リハビリ機能は 原 市長へ要望
地域での婦人科の検診を受診しやすい体制に 滝 委員会で協議検討
受動喫煙対策について 千 委員会で協議検討

花泉総合福祉センター 文化伝承館
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参加者からの質問、意見・提言、要望等 会　場
※参照 検　　討　　結　　果

少子高齢化対策、生活保護
福祉タクシー券の交付について車両所有の後期高齢者見直しなど税金の使い方
に工夫を 東 委員会で協議検討

老人の一人暮らしが増えているが、近所の互助では限界がある。通院等を支援
するシステムが必要 舞 委員会で協議検討

高齢者の一人暮らしが増えているが、冬期間の除雪が大変と思うが助ける方法
はあるのか 興 委員会で協議検討

人口減少対策、出生率向上に思い切った施策を期待 弥 意見として拝聴

生活保護制度の現状は 千
意見として拝聴
「住宅扶助、医療費扶助の割合が多
い」と会場で回答済み

地域活動、協働のまちづくり
以前、生活合理化運動推進委員会があった、公民館において運動の継続を 摺 意見として拝聴
交通が不便である、バスの運行は、マイクロバス等に切り替えて、経費削減し
てでも廃止しないでほしい 室 市長へ要望

協働のまちづくりが進んでいないのではないか、進捗状況は 舞 委員会で協議検討
地域づくり、協働のまちづくりとは誰と誰がどうするのか分からない、地域を
どう絞れば良いのか 滝 委員会で協議検討

文化活動を行う公民館活動に市職員の配置を 総 委員会で協議検討

ＪＲ山目駅にトイレ建設、維持管理が問題、地元の団体では断られ、苦慮 中

意見として拝聴
「地域で管理をお願いしたい、他の
地域では理解を得ている」と会場で
回答済み

教育問題
いじめ問題はないか、教育委員会に任せるのではなく、党派を離れて市議会で
も対応願いたい、現場の教員の事務等の業務量が多く、直接子供たちに接する
時間が少ないのが問題ではないか

萩 委員会で協議検討

給食費の未納があるが、議会から強い改善要望を行ったのか 川 改善要望はしている。
教員が酒臭くして学校にきている（問題も起こしている） 総 委員会で協議検討
中学校統合のため、通学路変更に伴う安全対策を万全に 中 意見として拝聴

少子化により今後10年間で子供の数が減少するが、小中学校や高校の統合や
数の見通しは 舞

意見として拝聴
「３年後の統合等は地域に示されて
いる、教育委員会と地域のどちらが
先導していくかは、地域でも考える
べき」と会場で回答済み

議会だより

議会だよりに請願などの不採択の理由掲載を 中 紙面の都合もあるが、努力する、意
見として拝聴

議会改革
市の予算はどのようにして決めているのか、藤沢町の債務負担行為を超えたこ
とに対して、議会のチェックは、議会のチェック機能を強化すべきである 川 意見として拝聴

懇談会周知方法や開催時間の検討、区長会の協力をいただくなど参加を増やす
工夫を、地元議員の出席を 千、興、萩 委員会で協議検討

懇談会等が多く開催され議会が見える様になった、議員と直接話す機会であり
継続を、市民の意見を参考に政策に活かすべき 萩、摺、文 意見として拝聴

会派として質問項目の整理をすべき、会派の考え方など国政の影響はどうか 千、花 意見として拝聴

議員定数等特別委員会の審議経過、結論の時期は、公聴会等の機会は 花 意見として拝聴
（９月定例会で定数削減）

議員報酬、政務調査費の引き下げを考えては、政務調査費の使途に無駄が多い
のでは 千、東 意見として拝聴

議会は市政の監視と評価、政策提言、条例制定をすべき、審議等では数字を示
して財政論議を、緊張感が足りない、大事業の場合は現地を見て判断を 東、山、花 意見として拝聴

議会基本条例について、どのように各議員は地域の声を聞いて活動しているの
か、条例が生かされているのか 山 委員会で協議検討
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 ８月30日㈭ 
那須茂一郎　議員
１．農林業における放射性物質に汚染された資材等の処置に
ついて

木村　　實　議員
１．遊水地事業と磐井川堤防改修工事
２．東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う放射能汚染
について

菊地　善孝　議員
１．県立大東病院早期改築実現のため、市政の積極的な行動
をすべきではないか

２．牧草地除染が遅々として進まない要因と改善策の説明を
求めます

３．市設置型合併処理浄化槽事業による水洗化率向上は関係
市民の願いではないか

４．遅々として進まない「公立公民館単位の地域づくり」方
針の原因は何か

海野　正之　議員
１．放射性物質除染実施計画について
２．地域振興基金を活用しての６次産業の推進を含めた地場
産業振興について

勝浦　伸行　議員
１．行財政改革について
２．教育行政について
３．治水対策事業について伺う
及川　忠之　議員
１．一関市行政改革と指定管理者制度について

 ８月31日㈮ 
岩渕　一司　議員
１．今後の高齢者福祉の進め方について
２．総合計画後期計画における地域枠の捉え方について伺う
石山　　健　議員
１．環太平洋連携協定ＴＰＰ交渉参加にストップをかけるこ
とが今なぜ必要か伺う

２．生活保護行政について
３．その他市道整備の住民要望が多いが、整備促進について
伺う

武田ユキ子　議員
１．一関保健センター（仮称）移転整備について
２．活力ある地域を守り抜く、人口減少対策を伺う
３．児童生徒の命を守る安全対策は、万全か
沼倉　憲二　議員
１．風力発電等再生可能エネルギー立地について
２．地域力の維持向上の取り組みについて
大野　　恒　議員
１．スクールバス事故の教訓と今後の対応
２．地域防災計画について
菅原　　巧　議員
１．公契約条例の制定について
２．バス交通体系の見直し状況について
３．花泉地域課題について
４．除染計画について

 ９月３日㈪ 
岩渕　　優　議員
１．子育て支援について
２．いじめ対策について
３．行政サービスの総合窓口の設置について
４．市営住宅への入居条件について
藤野　秋男　議員
１．健康を守る国保行政への対応について
２．ＦＭ「ａｓｍｏ」の活用策について
岡田もとみ　議員
１．東日本大震災による住宅再建について
２．高齢者の熱中症対策と除雪対策について
３．公共施設の改修・改善について
岩渕　善朗　議員
１．東電福島原発事故に起因する放射能問題について問う
２．地域医療について問う

市政課題で活発な論戦市政課題で活発な論戦
　第40回定例会の一般質問は、８月30日、31日、９月３日の３日間、16人の議員が登壇し、
活発な議論を展開した。なお、内容については、各議員の文責である。
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災
害
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
小
委
員
会

　
　
　
　

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　

産
業
経
済
小
委
員
会

　
　
　
　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　

教
育
民
生
小
委
員
会

　
　
　
　

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会

　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会　

　

21
日　

本
会
議

　

27
日　

議
員
全
員
協
議
会

10　

月

　

４
日　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　

産
業
経
済
小
委
員
会

　

12
日　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

議

会

日

誌
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那須茂
も

一
いち

郎
ろう

 議員

燃やさないで堆肥化へできないか
市長／国、県から明確な基準が来ない

　

草
等
に
含
ま

れ
て
い
る
放
射

性
物
質
セ
シ
ウ
ム
の
た
め

に
、
野
焼
き
の
自
粛
が
出

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
土
手
や
道

路
、
畑
地
、
あ
ぜ
の
雑
草

等
が
刈
り
っ
放
し
に
な
っ
て

い
た
り
、
刈
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
片
付
か
な

い
こ
と
に
し
び
れ
を
切
ら

し
た
農
家
の
人
達
は
、
燃

や
し
て
い
る
人
達
も
多
い
。

　

セ
シ
ウ
ム
は
摂
氏

６
８
４
度
で
気
体
と
な

り
、
周
辺
に
飛
散
し
、
燃

や
し
た
灰
に
残
る
も
の

は
、
乾
燥
し
た
と
き
に
風

に
よ
っ
て
拡
散
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
雑
草
の
処
理

に
、
関
係
す
る
市
民
は
悩

ま
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア

で
刈
っ
た
り
、
刈
り
取
っ

た
草
を
カ
ッ
タ
ー
等
で
細

か
く
切
断
す
る
か
、
そ
の

切
断
し
た
草
を
堆
肥
化
し

て
は
ど
う
か
。

　

普
通
、
堆
肥
に
す
る
に

は
日
数
が
か
か
る
も
の
だ

が
、
大
型
の
バ
イ
オ
ト
イ

レ
を
使
う
な
ら
、
毎
日
数

ト
ン
の
切
断
し
た
草
を
短

期
間
で
堆
肥
に
で
き
る
。

そ
の
よ
う
に
す
る
と
、
大

幅
に
減
容
し
周
辺
の
放
射

性
物
質
を
集
積
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
値
は
高
く
な

る
が
、
飛
散
の
心
配
が
な

く
、
容
積
が
少
な
く
な
る

の
で
そ
の
後
の
管
理
が
し

や
す
い
の
で
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う

な
設
備
、
機
械
、
そ
し
て

こ
れ
に
か
か
っ
た
適
切
な

労
力
は
、
東
京
電
力
に
補

償
を
求
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　

ま
た
、
刈
り
取
っ
た
草

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く

こ
と
は
、
こ
の
放
射
性
物

質
が
問
題
に
な
る
以
前
か

ら
、
課
題
と
し
て
あ
っ

た
。
そ
れ
は
河
川
等
の
周

辺
に
あ
る
と
、
台
風
等
の

大
雨
の
時
、
水
路
を
せ
き

止
め
災
害
の
一
因
と
も

な
っ
て
来
た
。

　

市
と
し
て
は

国
、
県
か
ら
、

畦
畔
草
や
、
の
り
面
野
草

等
の
効
果
的
な
除
染
方
法
、

野
外
焼
却
自
粛
の
解
除
の

方
針
が
示
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
引
き
続
き
刈
り
倒
し

や
、
刈
り
取
り
後
の
集
積

を
お
願
い
す
る
し
か
な
い
。

　

堆
肥
化
は
容
積
が
約
10

％
に
な
る
が
、
放
射
性
物

質
の
濃
度
10
倍
に
な
る
。

質
問

　

椎
茸
栽
培
の

汚
染
さ
れ
た
ホ

ダ
木
、
ホ
ダ
場
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

市
内
の
汚
染

さ
れ
た
ホ
ダ
木

約
１
４
０
万
本
を
、
一
時

保
管
場
所
に
移
動
、
運

搬
、
集
積
を
し
て
い
た
だ

く
。
そ
し
て
、
ホ
ダ
場
の

答
弁

質
問

椎
茸
農
家
は
深
刻
だ

市
長
／
経
済
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い

林
業
業
者
の
樹
皮
の
処
理
は

市
長
／
懸
念
し
て
い
る

答
弁

　

市
内
の
チ
ッ

プ
、
製
材
業
等

の
林
業
で
発
生
す
る
バ
ー

ク
（
樹
皮
）
が
、
処
理
で

き
な
く
な
り
そ
う
だ
と
い

う
。
バ
ー
ク
を
大
量
に
燃

料
と
し
て
い
る
ボ
イ
ラ
ー

の
灰
か
ら
基
準
を
越
え
る

放
射
性
物
質
が
出
て
、
搬

入
を
制
限
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

バ
ー
ク
等
の
処
理
に
協

力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

森
林
組
合
、

木
材
生
産
業
者

等
に
お
い
て
は
、
汚
染
さ

れ
た
樹
皮
等
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
苦
慮
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

県
に
そ
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
岩
手
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
引
き
受
け
可
能

と
い
う
。

　

県
も
そ
の
他
に
引
き
受

け
可
能
な
処
理
業
者
が
あ

る
か
、
産
業
廃
棄
物
協
会

に
照
会
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
県
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
は
東
京
電
力
の

賠
償
対
象
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問

答
弁

環
境
改
善
と
再
生
産
を
進

め
た
い
。

　

そ
の
処
理
事
業
と
し

て
、
県
予
算
が
付
き
、
遮

水
シ
ー
ト
、
機
械
損
料
、

燃
料
代
等
を
含
め
て
、
１

本
当
た
り
84
円
を
一
時
保

管
処
理
費
と
し
て
、
全
額

支
援
す
る
。
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遊水地事業と磐井川堤防改修工事の進捗状況は
市長／遊水地小堤の進捗状況は48.6％である 木村　　實

みのる

 議員

　

遊
水
地
小
堤

の
現
時
点
の
進

捗
状
況
は
。

　

遊
水
地
小
堤

の
進
捗
状
況
は

平
成
23
年
度
ま
で
に
延

長
で
の
進
捗
状
況
は
48
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
平
成
24
年
度
末
時

点
で
の
進
捗
状
況
は
63
・

７
％
に
な
る
予
定
。

　

新
柵
ノ
瀬
橋

の
工
事
着
工
は

何
年
こ
ろ
か
。

　

河
川
管
理
者

で
あ
る
国
と
の

河
川
協
議
が
整
え
ば
、
平

成
26
年
度
か
ら
工
事
着
工

の
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

　

磐
井
川
堤
防

改
修
工
事
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

現
時
点
に
お

い
て
工
事
完
了

の
進
捗
状
況
は
35
％
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
左

岸
の
山
目
側
の
築
堤
工
事

は
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
堤
防
改
修
に

よ
り
整
備
が
必
要
に
な
る

排
水
樋
門
10
基
の
う
ち
３

基
が
23
年
度
ま
で
に
完

了
し
て
お
り
進
捗
状
況
は

30
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

磐
井
川
堤
防

改
修
工
事
の
伴

う
家
屋
移
転
の
対
象
と
し

て
何
戸
残
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
土
地
買
収
予

定
者
と
の
交
渉
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　

公
共
施
設
は

11
施
設
の
う
ち

契
約
済
み
が
２
施
設
、
一

般
家
屋
が
81
戸
の
う
ち
契

約
済
み
が
64
戸
、
残
り
17

戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
土
地
買
収
予
定
者
と

の
交
渉
に
つ
い
て
は
岩
手

河
川
国
道
事
務
所
に
よ
る

と
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
進

ん
で
い
る
が
、
一
部
交
渉

に
時
間
を
要
し
て
い
る
地

区
が
あ
る
と
の
こ
と
。
市

と
し
て
も
地
元
の
意
向
把

握
に
努
め
て
円
滑
に
交
渉

が
進
む
よ
う
国
と
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
東
北
本

線
の
か
さ
上
げ

交
渉
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

治
水
対
策

上
、
Ｊ
Ｒ
東
北

本
線
の
か
さ
上
げ
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
早
急
に
協
議
を
進

め
る
よ
う
引
き
続
き
国
に

要
望
し
て
い
く
。

　

銅
谷
川
排
水

樋
門
建
設
に
問

題
点
は
な
い
の
か
。

　

新
し
い
水
門

の
建
設
に
あ
た

り
工
事
現
場
に
隣
接
し
て

い
る
家
屋
へ
の
振
動
な
ど

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
で
き
る
だ
け
振
動
の

出
な
い
機
械
や
工
法
を
選

定
し
て
住
民
の
方
に
説
明

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
。
建
設
工
事
の
影

響
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た

と
き
に
は
損
失
補
償
が
で

き
る
よ
う
住
民
の
合
意
を

得
て
、
工
事
着
手
前
に
建

物
等
の
事
前
調
査
を
行
っ

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

市
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
不
安
が
な
い
よ
う
地

元
の
意
向
把
握
に
努
め
、

国
と
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

排
水
ポ
ン
プ

車
の
増
設
と
一

関
地
域
へ
の
配
車
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

近
年
の
集
中

豪
雨
の
増
加
な

ど
内
水
対
策
の
重
要
性
も

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
川
崎
防
災
セ
ン

タ
ー
か
ら
一
関
地
域
に
配

備
し
た
1
台
分
も
加
え
て

国
に
対
し
て
さ
ら
に
排
水

ポ
ン
プ
車
を
増
設
す
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。
ま

た
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
利

用
し
た
水
防
訓
練
に
つ
い

て
は
、
地
区
に
よ
っ
て
は

排
水
ポ
ン
プ
が
容
易
に
入

れ
な
い
場
所
な
ど
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
場
所
で
実
際
に
排

水
ポ
ン
プ
車
を
利
用
し
た

水
防
訓
練
が
で
き
な
い

か
、
岩
手
河
川
国
道
事
務

所
に
提
案
し
て
い
き
た

い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

銅谷川配水樋門増水時に大丈夫か
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菊地　善
よし

孝
たか

 議員

大東病院プール市管理早期表明を
市長／市管理は解決すべき課題多い

　

①
県
立
大
東

病
院
の
温
水

プ
ー
ル
は
、
改
築
後
は
市

管
理
に
す
る
の
が
至
当
で

は
な
い
か
。
性
格
、
利
用

実
績
、
住
民
の
方
々
の
要

望
、
県
主
催
の
検
討
委
員

会
で
の
経
過
か
ら
し
て
早

期
に
決
断
し
て
表
明
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
②
入
院

ベ
ッ
ト
数
に
つ
い
て
は
、

救
急
医
療
確
保
の
側
面
か

ら
も
60
床
確
保
が
必
要
で

は
な
い
か
。
③
維
持
期
の

リ
ハ
ビ
リ
機
能
は
当
然
大

東
病
院
も
引
き
続
き
担
う

べ
き
で
は
な
い
か
、
き
っ

ち
り
県
医
療
局
に
伝
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

①
利
用
者
の

方
々
か
ら
運
営

の
継
続
要
求
さ
れ
て
い
る

が
、
市
営
の
場
合
人
件
費

や
燃
料
代
な
ど
の
額
が
相

当
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
市
営
に
は
解
決
す

べ
き
課
題
が
多
い
と
認
識

し
て
い
る
。
②
医
師
確
保

の
厳
し
い
現
状
も
あ
り
、

医
療
局
提
案
の
病
床
数
を

質
問

答
弁

踏
ま
え
て
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。
③
大
東
病
院
に
は
入

院
患
者
の
長
期
化
に
よ
る

機
能
低
下
防
止
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
機
能
は
必
要
と

考
え
る
。
入
院
の
高
齢
者

の
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
に
対

応
で
き
る
よ
う
理
学
療
法

士
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
の

常
駐
配
置
を
要
望
し
て
い

き
た
い
。

現
状
で
は
何
年
先
に
な
る

か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
畜

産
農
家
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。　

現
在
、
県
農

業
公
社
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
。
24
班
体
制
で
施
工
中

で
あ
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
確

保
に
努
め
な
が
ら
体
制
強

化
中
。
県
に
対
し
て
引
き

続
き
要
請
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

①
牧
草
地
の

除
染
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
要
因
と
改

善
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た

い
。
②
早
期
実
現
の
た
め

予
算
と
体
制
強
化
を
県
等

に
改
め
て
働
き
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

市
設
置
型
合

併
浄
化
槽
事
業

に
よ
る
水
洗
化
率
向
上

は
、
関
係
市
民
の
願
い
で

あ
る
。
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
合
併
に
伴
う
玉
山

地
区
を
市
設
置
型
で
整
備

す
る
盛
岡
市
政
を
視
察
し

た
。
結
果
、
設
置
時
の
市

負
担
は
、
個
人
設
置
補

助
方
式
と
実
質
差
は
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
た
。
な

ぜ
、
個
人
設
置
型
な
の

か
。

　

市
内
の
下
水

道
整
備
率
は

23
年
で
41
・
９
％
で
あ

る
。
平
成
27
年
度
末
65
・

６
％
、
平
成
30
年
度
末

70
・
８
％
を
見
込
ん
で
い

る
。
県
目
標
は
平
成
30
年

度
で
84
％
で
、
依
然
と
し

て
差
が
あ
る
。
市
設
置
型

で
は
財
政
負
担
が
巨
額
に

な
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
公
立

公
民
館
単
位
の
地
域
づ
く

り
方
針
の
原
因
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
る
。
当
市
よ

り
半
年
遅
く
合
併
し
た
奥

州
市
は
、
公
民
館
に
地
区

セ
ン
タ
ー
の
看
板
を
設
置

す
る
な
ど
、
行
政
の
仕

組
み
と
し
て
稼
働
し
て

い
る
。
合
併
か
ら
丸
７
年

と
な
る
今
日
で
も
な
ぜ
ス

タ
ー
ト
で
き
な
い
の
か
。

本
気
で
取
り
組
む
覚
悟
が

あ
る
の
か
、
災
害
時
対
応

の
受
け
皿
づ
く
り
で
も
あ

る
は
ず
だ
が
。

　

当
市
の
協
働

の
推
進
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
人
づ
く
り
か

ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
単
位
自
治
会
よ
り

広
い
地
域
協
働
体
の
組
織

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

牧
草
地
除
染
強
化
要
望
を

市
長
／
国
、
県
に
引
き
続
き
要
請

市
設
置
で
水
洗
化
向
上
を

市
長
／
個
人
設
置
型
で
整
備
促
進

進
展
し
な
い
地
域
づ
く
り

市
長
／
地
域
協
働
体
の
組
織
化
を

答
弁
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除
染
実
施
計

画
調
査
と
実
施

事
業
で
は
、
地
域
住
民
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
。

そ
の
際
の
線
量
低
減
化
地

域
活
動
支
援
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
除
染
除

去
物
質
の
減
容
量
化
と
確

実
に
保
管
管
理
の
で
き
る

仮
置
き
場
の
対
応
と
、
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
に
地
域
毎
で
の
勉
強

会
、
仮
置
き
場
等
の
研
修

視
察
な
ど
に
つ
い
て
伺

う
。

　

線
量
低
減
化

地
域
活
動
支
援

事
業
は
、
市
が
自
治
会
等

の
簡
易
な
除
染
活
動
を
支

援
す
る
場
合
、
機
器
の
貸

し
出
し
や
購
入
経
費
等
が

補
助
対
象
と
な
る
。
民
間

住
宅
や
集
会
所
等
の
除
染

活
動
に
自
治
会
等
の
ご
協

力
も
想
定
し
て
い
る
。
高

濃
度
の
側
溝
土
砂
や
農
林

系
汚
染
廃
棄
物
の
減
容
量

化
と
保
管
場
所
の
確
保
は

不
可
欠
で
あ
る
が
、
国
に

よ
る
最
終
処
分
の
道
筋
が

不
透
明
で
あ
り
、
除
染
を

進
め
な
が
ら
も
、
早
期
に

示
す
よ
う
求
め
る
。
勉
強

会
や
研
修
視
察
等
も
市
民

の
理
解
や
協
力
を
得
る
上

で
有
効
と
思
う
。

放射性物質除染実施計画について
市長／迅速かつ適切な処理を進める 海野　正

まさ

之
ゆき

 議員

　

除
染
実
施
計

画
は
、
空
間
線

量
率
が
毎
時
０
・
23
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の

区
域
を
対
象
区
域
と
し

て
「
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
よ
り
実
施
す

る
。
市
に
よ
る
道
路
側

溝
土
砂
の
放
射
性
物
質

サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
で

は
、
１
１
４
ヵ
所
の
う

ち
、
空
間
線
量
率
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
が
35
ヵ
所
で
あ
り
、
土

砂
の
放
射
性
物
質
濃
度
が

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

以
上
が
22
ヵ
所
で
あ
っ
た

が
、
対
象
区
域
外
と
な
る

所
も
あ
り
、
国
に
汚
染
物

質
除
去
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　

現
時
点
で
、

国
か
ら
高
濃
度

汚
染
土
砂
の
処
理
方
策
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

処
理
方
策
の
提
示
と
制
度

の
創
設
を
求
め
て
い
る
。

国
の
責
任
で
迅
速
か
つ
適

切
な
処
理
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

6
次
産
業
化

推
進
に
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
農
畜

産
物
の
高
い
生
産
及
び
品

質
管
理
技
術
と
共
に
、
独

自
の
市
場
動
向
及
び
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
動
向
把
握

や
、
商
品
開
発
と
品
質
保

証
体
制
の
充
実
が
重
要
と

思
う
。
こ
の
様
な
地
域
に

根
ざ
し
た
産
業
の
育
成
で

雇
用
の
安
定
確
保
を
図
る

べ
き
。

　

当
市
に
お
け

る
農
商
工
連
携

の
取
り
組
み
は
食
品
関
連

企
業
、
商
工
団
体
、
農

業
団
体
、
大
学
、
金
融

機
関
、
行
政
等
87
の
機

関
、
団
体
で
組
織
す
る
南

岩
手
食
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

形
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
平

成
19
年
に
設
立
、
23
年
に

は
１
９
３
に
増
加
し
て
お

り
、
22
年
度
で
は
37
件
の

地
域
食
材
取
引
が
成
約
し

て
い
る
。
23
年
の
６
次
産

業
化
法
の
施
行
で
、
業
務

拡
大
と
業
種
を
越
え
た
連

携
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
創
出
す
る
農
商
工
連

携
な
ど
、
新
た
な
戦
略
を

絡
め
て
６
次
産
業
化
を
推

進
し
て
い
る
。
当
市
で

は
、
産
直
施
設
や
農
産
物

加
工
組
織
な
ど
１
２
６
の

組
織
が
６
次
産
業
化
に
関

わ
っ
て
お
り
、
市
等
の
助

成
や
補
助
を
活
用
し
た
施

設
整
備
等
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
専
門
家
の
指

導
要
請
も
あ
り
、
６
次
産

業
化
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
活
用

し
て
販
路
拡
大
や
新
商
品

開
発
に
努
め
て
い
く
。

　

６
次
産
業
化

推
進
財
源
と
し

て
、
合
併
特
例
事
業
の
基

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

地
域
振
興
基
金
の
活
用
と
6
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

市
長
／
基
金
を
活
用
し
6
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
く

金
造
成
事
業
で
あ
る
地
域

振
興
基
金
の
活
用
は
ど
う

か
。

　

地
域
振
興
基

金
は
、
新
市
の

一
体
感
の
醸
成
を
図
る
事

業
と
か
、
旧
市
町
村
単
位

で
の
地
域
振
興
に
係
る
事

業
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
平
成
28
年
度
か
ら
普

通
交
付
税
の
合
併
算
定
か

ら
一
本
算
定
と
な
り
減
額

見
込
み
で
、
そ
の
時
点
か

ら
の
取
り
崩
し
を
考
え
て

い
る
。

質
問

答
弁

質
問
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勝浦　伸
のぶ

行
ゆき

 議員

大型予算の下、今後の財政状況は
市長／健全な財政運営に努める

　

平
成
24
年
度

の
当
初
予
算

は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
柱
に
、
一
般
会
計

に
お
い
て
７
０
４
億
円
と

い
う
今
ま
で
に
な
い
大
型

で
、
積
極
的
な
予
算
を
組

み
、
市
政
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
藤
沢
町

と
の
合
併
後
一
年
が
経

過
し
た
。
想
像
も
で
き
な

か
っ
た
震
災
後
の
放
射
能

汚
染
対
策
事
業
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活
用

し
た
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
な
ど
、
大
型
投
資

が
な
さ
れ
た
。
現
在
の
財

政
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成
24
年
度

当
初
予
算
時
点

に
お
い
て
、
財
政
調
整
基

金
及
び
市
債
管
理
基
金
を

合
わ
せ
た
基
金
残
高
が
市

民
一
人
当
た
り
約
７
万
円

で
、
一
般
会
計
の
地
方
債

借
入
残
額
は
53
万
円
と
見

込
ま
れ
る
。
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
指
標
で

は
、
23
年
度
決
算
に
お
い

て
実
質
公
債
費
率
が
15
・

９
％
、
将
来
負
担
比
率
が

１
４
０
・
３
％
で
あ
り
、

適
正
な
範
囲
に
あ
る
。
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
る
。

　

私
達
市
民
が

最
も
気
に
か
か

る
こ
と
は
、
今
後
ど
の
分

野
の
歳
出
を
抑
制
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
財
政
計
画

に
無
理
が
な
く
な
っ
て
く

る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
私

は
、
下
水
道
に
対
す
る
拠

出
金
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
る
。
今
回
の
大
型
投

資
に
よ
り
、
特
に
も
公
債

費
の
負
担
割
合
が
増
え
る

が
、
今
後
、
一
関
市
の
財

政
が
ど
の
程
度
厳
し
く
な

る
の
か
伺
う
。

　

実
質
的
な
負

担
に
つ
い
て

は
、
過
疎
債
、
合
併
特
例

債
等
、
有
利
な
起
債
を
見

込
む
た
め
、
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
。
今
後
も
、
適

正
な
実
質
公
債
費
比
率
を

見
込
み
な
が
ら
財
政
運
営

を
行
う
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

滝
沢
川
の
内

水
被
害
に
よ

り
、
一
関
清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
唯
一
の
幹
線
道
路
が

通
行
止
め
に
な
る
こ
と

は
、
迂
回
路
も
な
い
た

め
、
市
行
政
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
滝
沢

川
排
水
機
場
の
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

　

滝
沢
川
の
水

位
上
昇
に
よ

質
問

滝
沢
川
排
水
機
場
の
進
捗
状
況
は

市
長
／
安
心
安
全
の
た
め
早
期
整
備
を
要
望

米
飯
給
食
の
拡
充
を

教
育
長
／
週
３
日
以
上
を
目
標

り
、
地
域
の
生
活
道
路
や

農
地
が
冠
水
し
て
、
地
域

住
民
の
生
活
や
農
業
に
大

き
な
支
障
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
の
安
心
安
全
確

保
の
た
め
、
排
水
機
場
の

早
期
整
備
に
つ
い
て
引
き

続
き
県
に
対
し
て
要
望
を

行
う
。

答
弁

な
こ
と
は
、
一
関
市
の
教

育
委
員
会
が
、
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
重
要

性
を
食
育
の
一
環
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　

給
食
の
時
間

に
は
、
食
材
へ

の
地
場
産
品
の
使
用
や
郷

土
食
、
行
事
食
を
な
ど

で
、
地
域
の
産
業
や
特
色

あ
る
文
化
・
伝
統
に
対
し

て
理
解
と
関
心
を
深
め
る

こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

米
飯
を
主
食

と
し
た
学
校
給

食
の
充
実
は
、
子
供
達
が

生
涯
健
康
で
暮
ら
す
た
め

の
食
習
慣
の
定
着
に
つ
な

が
る
。
食
育
白
書
で
は
、

米
飯
給
食
の
推
進
に
つ
い

て
、
週
３
回
の
学
校
に
つ

い
て
は
週
４
回
な
ど
新
た

な
目
標
を
設
定
し
、
実
施

回
数
の
増
加
を
促
す
と
あ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
状

況
は
。

　

週
３
日
以
上

を
目
標
と
し
て

い
る
。
米
飯
給
食
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
各
給
食
セ

ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
で

も
議
論
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
麺
類
・
パ
ン
類

と
い
っ
た
希
望
が
子
供
達

に
あ
る
。　

子
供
達
が
希

望
す
る
、
多
様

な
食
生
活
は
、
各
家
庭
、

外
食
等
で
十
分
拡
充
さ
れ

て
い
る
。
何
よ
り
も
重
要

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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行政改革と指定管理者制度は
市長／協働によるまちづくりの中で 及川　忠

ただ

之
ゆき

 議員

　

第
二
次
行
政

改
革
大
綱
の
中

で
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度

化
、
多
様
化
、
新
た
な
行

政
課
題
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
て
、
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

あ
る
が
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
で
、
し
か
も

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
的
に
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
な
の
か
。

　

次
に
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
、
市

は
、
政
策
目
的
が
あ
っ
て

整
備
を
し
た
施
設
を
、
単

に
経
営
管
理
が
安
価
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
、
民
間

委
託
を
す
る
と
い
う
考
え

方
で
良
い
の
か
。

　

法
律
が
改
正
さ
れ
た
目

的
は
、
公
の
施
設
の
設
置

目
的
を
効
果
的
に
達
成
す

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
と
き
、
と
あ
る
。
市

民
の
皆
様
に
対
す
る
公
の

サ
ー
ビ
ス
が
財
政
的
に
安

価
で
あ
る
と
言
う
だ
け

で
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
し
て
良
い
も
の

か
。
市
の
「
指
定
管
理
者

制
度
導
入
方
針
」
を
見
る

と
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
に
民
間
が
持
っ
て
い

る
、
専
門
制
等
を
活
用
し

よ
う
と
い
う
よ
り
は
、
安

価
に
管
理
運
営
を
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ

は
、
賃
金
を
安
く
す
る

か
、
ま
た
は
雇
用
が
不
安

定
な
状
態
に
な
り
は
し
な

い
か
。
こ
の
制
度
は
、
民

間
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
効
に
活
用
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。

　

次
に
、
第
二
次
一
関
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で

公
民
館
の
管
理
運
営
を
平

成
27
年
度
ま
で
に
、
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
検

討
す
る
と
あ
る
。

　

今
後
一
関
市
が
進
め
よ

う
と
す
る
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
市
内
に
あ

る
31
公
民
館
が
積
極
的
に

関
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う

か
。

　

行
政
改
革
大

綱
が
目
指
す
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
に

あ
っ
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化

を
維
持
す
る
た
め
、
各
施

設
や
事
務
事
業
の
見
直
し

を
継
続
し
て
行
い
、
効
率

化
、
簡
素
化
出
来
る
も
の

に
つ
い
て
取
り
組
み
、
こ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
経
営

資
源
を
充
実
す
べ
き
事
業

や
、
新
た
な
事
業
に
有
効

に
活
用
を
し
て
い
く
。

　

次
に
、
指
定
管
理
者
制

度
に
つ
い
て
、
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
民
間

の
能
力
を
活
用
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
行
政
コ
ス
ト

の
節
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
一
定
の

業
務
の
水
準
を
定
め
て
い

る
。
指
定
管
理
を
受
け
た

団
体
が
雇
用
の
不
安
定
な

り
賃
金
に
つ
い
て
、
社
会

通
念
上
に
著
し
く
不
適
当

と
判
断
さ
れ
な
い
よ
う
指

質
問

導
を
す
る
。

　

次
に
、
公
民
館
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
中
で
、
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
ど
の
方
法
が

有
効
な
の
か
検
討
し
て
い

き
た
い
。

よりよい地域づくりを推進するために

答
弁
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司
し

 議員

当市の高齢者福祉の現状と課題は
市長／介護予防の推進と生涯現役社会づくり

　

高
齢
や
障
が

い
な
ど
の
理
由

で
支
援
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、
適
切
な
支
援
が
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
に
は
。

　

今
後
も
さ
ら

に
高
齢
化
率
は

上
昇
し
、
平
成
32
年
に
は

35
・
８
％
に
達
す
る
。
平

成
23
年
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
世
帯
は
３
８
１
０
世

帯
、
全
世
帯
の
８
・
４
％
、

夫
婦
な
ど
高
齢
者
の
み
の

世
帯
は
３
９
６
１
世
帯
、

全
世
帯
の
８
・
７
％
と
な

り
、
増
加
の
傾
向
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

要
介
護
と
な
ら
な
い
た
め

の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
、
社
会
参
加
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
に
よ
る
生
き
が

い
づ
く
り
、
支
援
の
充

実
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

　

高
齢
者
が
健

康
で
生
き
生
き

と
し
て
生
活
を
送
る
た

め
、
自
ら
健
康
な
身
体
づ

く
り
と
生
き
が
い
づ
く

り
、
地
域
全
体
で
支
え
あ

う
社
会
の
構
築
が
望
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
一
関
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖

さ
れ
活
動
の
場
が
失
わ
れ

る
の
で
は
と
利
用
者
か
ら

危
惧
さ
れ
て
い
る
が
状
況

は
。

　

昭
和
46
年
建

築
で
41
年
経
過

し
老
朽
化
が
著
し
く
耐
震

な
ど
の
安
全
性
の
面
か
ら

も
長
期
間
の
利
用
は
困
難

　

合
併
市
町
村

の
建
設
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進

し
、
均
衡
あ
る
発
展
に
資

す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た

「
地
域
枠
」
の
執
行
状
況

は
。

　

平
成
17
年
の

合
併
時
に
策
定

し
た
新
市
建
設
計
画
で

は
、
旧
市
町
村
の
課
題
等

に
対
処
す
る
た
め
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
10
年
間
分

の
事
業
量
を
見
込
ん
で
財

源
を
確
保
し
た
。
地
域

別
の
執
行
率
は
一
関
91
・

２
％
花
泉
93
・
９
％
大
東

86
・
９
％
千
厩
79
・
５
％

東
山
83
・
２
％
室
根
77
・

１
％
川
崎
86
・
４
％
藤
沢

79
・
８
％
と
な
っ
て
お
り

市
全
体
で
は
88
・
３
％
で

あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
優

先
度
の
つ
け
方
、
事
業
の

進
捗
状
況
が
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
現
在
の
数
値
に

な
っ
て
い
る
が
、
合
併
時

の
約
束
ご
と
で
あ
る
こ
と

か
ら
完
全
消
化
に
な
る
よ

う
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
く
。

　

市
民
が
気
軽

に
相
談
で
き
る

窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
。

　

高
齢
者
の
健

康
、
福
祉
、
介

護
等
の
各
種
相
談
に
専
門

資
格
を
有
す
る
職
員
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る

窓
口
と
し
て
市
内
５
ヶ
所

に
設
置
し
て
い
る
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
担
っ

て
い
る
。
相
談
内
容
を
十

分
お
聞
き
し
た
上
で
、
必

要
に
応
じ
て
各
機
関
に
速

や
か
に
連
絡
し
、
常
に
連

絡
を
密
に
情
報
の
提
供
を

図
り
的
確
な
対
応
に
努
め

て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
は

市
長
／
シ
ニ
ア
活
動
プ
ラ
ザ
を
活
動
の
拠
点
に

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
は

市
長
／
情
報
を
共
有
し
て
的
確
に
対
応

「
地
域
枠
」
の
執
行
状
況
は

市
長
／
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
る

で
あ
る
。
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
老
人
福
祉
法
に
基

づ
く
施
設
で
あ
り
、
健
康

相
談
、
機
能
回
復
訓
練
等

の
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
現
在
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
高
齢
者
の

方
々
の
趣
味
等
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
新
し
い
施
設

の
中
で
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
て
対
応
す
る
。

現
時
点
で
は
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
即
廃
止
と
ま
で

は
結
論
づ
け
て
い
な
い
。
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一
連
の
餓
死

孤
独
死
の
事
件

は
、
貧
困
と
格
差
の
広
が

り
を
背
景
に
起
き
て
い

る
。
第
一
は
、
非
正
規
雇

用
の
増
加
、
賃
金
の
引
下

げ
、
売
り
上
げ
な
ど
の
収

入
減
の
一
方
で
介
護
保

険
、
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
な
ど
の
負
担
増
に

よ
る
生
活
悪
化
の
結
果
か

ら
起
き
て
い
る
。
餓
死
孤

独
死
の
要
因
の
多
く
は
、

電
気
・
ガ
ス
が
機
械
的
に

供
給
停
止
さ
れ
、
本
来
必

要
な
生
活
保
護
が
適
用
さ

れ
ず
、
地
域
で
の
見
守
り

TPP交渉参加は反対を明確に
市長／国内の声を集約し国は対応すべき 石山　　健

けん

 議員

　

ア
メ
リ
カ
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
に
あ
た
っ
て
３
つ
の
条

件
を
突
き
つ
け
て
い
る
。

い
わ
ば
入
場
料
を
支
払
え

と
強
要
し
て
い
る
。
第
一

に
Ｂ
Ｓ
Ｅ
牛
肉
の
輸
入
規

制
の
解
除
、
第
二
に
日
本

郵
政
の
完
全
自
由
化
、
第

三
に
自
動
車
の
非
関
税
障

壁
の
撤
廃
。
こ
う
し
た
ア

メ
リ
カ
の
無
法
な
要
求
に

屈
す
る
方
向
で
、
事
前
協

議
と
い
う
名
の
裏
交
渉
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
関

で
も
両
農
協
を
先
頭
に
農

業
委
員
会
、
土
地
改
良

区
、
労
働
団
体
、
日
本
共

産
党
も
含
め
29
団
体
で
組

織
す
る
協
議
会
が
発
足
し

て
い
る
。
そ
し
て
近
く
千

人
規
模
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
阻
止
の

集
会
が
持
た
れ
る
。
食
の

安
全
を
含
め
て
、
世
界
各

地
で
干
ば
つ
等
で
、
食
料

の
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
踏
み

き
れ
ば
、
実
施
が
前
提
に

な
る
。
実
施
に
移
さ
れ
た

場
合
、
地
域
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

と
考
え
る
が
認
識
は
ど
う

か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

対
応
い
か
ん
で

は
、
国
内
農
業
疲
弊
と

質
問

質
問

餓
死
・
孤
独
死
を
未
然
に
防
げ

市
長
／
生
活
困
窮
者
を
発
見
し
た
ら
即
連
絡
を

な
ど
が
さ
れ
ず
、
孤
立
し

て
死
亡
す
る
と
い
う
事
態

に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
連
の
事
件
で
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
だ
け

で
は
な
く
、
夫
婦
、
子

供
、
障
が
い
者
も
死
亡
し

て
い
る
。
生
活
保
護
を
必

要
と
し
て
い
る
人
で
、
実

際
に
受
け
て
い
る
人
は
、

２
割
を
下
回
っ
て
い
る
と

の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
次
に

こ
う
い
っ
た
生
活
保
護
の

調
査
の
徹
底
の
実
施
に
は

手
を
つ
け
ず
、
逆
に
不
正

受
給
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

濫
給
防
止
・
適
正
化
で
、

し
め
つ
け
を
強
め
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。
市

と
し
て
餓
死
孤
独
死
を
未

然
に
防
ぐ
対
策
を
伺
う
。

　

市
と
し
て

は
、
近
隣
住

民
、
民
生
委
員
な
ど
か
ら

情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
電
話
や
訪
問
に
よ

る
安
否
や
健
康
状
態
の
確

認
を
し
て
い
る
。
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
緊
急

通
報
装
置
が
必
要
な
場
合

は
設
置
を
し
て
い
る
。

答
弁

農
村
社
会
の
崩
壊
を
招

き
、
将
来
に
大
き
な
禍
根

を
残
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
大
変
憂
慮
さ
れ
る
。
干

ば
つ
な
ど
世
界
的
異
常
気

象
は
、
米
を
除
き
、
穀
物

の
大
半
を
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
。
日
本
は
、
生
産

減
少
の
影
響
は
避
け
ら
れ

な
い
。
自
給
率
向
上
を
国

の
食
料
戦
略
を
堅
持
し
て

い
く
こ
と
が
、
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

全
産
業
分
野
に
わ
た
り
形

を
決
め
て
い
く
。
そ
れ
に

よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い
て

は
、
慎
重
か
つ
適
切
な
対

応
を
行
う
よ
う
市
長
会
を

は
じ
め
国
に
訴
え
て
い

く
。

答
弁

昨年11月10日TPP反対全国緊急中央集会より
（東京都　日比谷公園）
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な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
策
に
加

え
当
市
へ
の
移
住
希
望
者

の
支
援
策
や
当
市
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
施
策

を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
結
婚
支
援
策
と
し

て
独
身
の
男
女
に
よ
る
出

会
い
の
場
の
提
供
や
結
婚

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
近

年
人
口
減
少
が

著
し
く
、
一
向
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
こ
の
現

状
に
対
す
る
市
長
の
所
見

を
伺
う
。
ま
た
要
因
分
析

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

藤
沢
町
と
合

併
し
た
昨
年
９

月
末
か
ら
本
年
７
月
末
ま

で
の
10
ヶ
月
間
を
見
る
と

月
平
均
１
５
０
人
ペ
ー
ス

で
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
死
亡
と
出
生
を
比
較

し
た
自
然
的
要
因
が
主
と

　

全
国
各
地
で

子
供
の
い
じ
め

が
相
次
ぎ
明
ら
か
に
な
る

中
で
、
教
育
現
場
で
の
隠

ぺ
い
的
な
状
況
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
隠
ぺ
い
問

題
も
含
め
当
市
の
い
じ
め

問
題
の
現
状
と
認
識
は
。

ま
た
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
対
策
と
課
題
は
。

　

い
じ
め
の
発

生
件
数
は
平
成

22
年
度
、
小
学
校
９
件
、

中
学
校
６
件
と
な
っ
て
お

り
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
な
く
な
ら
な
い

状
況
を
厳
し
く
受
け
と
め

て
い
る
。

　

い
じ
め
の
な
い
学
校
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は

児
童
生
徒
が
互
い
に
尊
重

し
あ
う
学
校
風
土
を
培
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
、

心
の
教
育
に
努
め
て
い
る
。

　

夏
休
み
中
の

プ
ー
ル
使
用
に

あ
た
っ
て
の
危
機
管
理
・

安
全
管
理
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

こ
の
夏
休
み

中
、
市
内
の
学

校
で
は
延
べ
２
８
、０
０
０

人
以
上
の
児
童
生
徒
が
学

校
の
プ
ー
ル
開
放
を
利
用

し
て
い
る
。
不
測
の
事
態

を
想
定
し
た
管
理
体
制
が

確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
開

放
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
調
査
中
で
あ

り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

安
全
管
理
等
、
検
討
し
来

年
度
の
プ
ー
ル
開
放
が
適

切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
。　

ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
関

わ
る
こ
と
に
つ
い
て
子
供

た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め

に
は
、
単
年
度
契
約
や
、

安
価
の
希
求
、
競
争
の
原

理
優
先
と
い
っ
た
考
え
は

な
じ
ま
な
い
と
改
善
を
求

め
て
き
た
が
、
残
念
な
が

ら
千
厩
ス
ク
ー
ル
バ
ス
横

転
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。
教
訓
を
生
か
す
取
り

組
み
は
。
ま
た
委
託
業
者

選
定
過
程
に
お
け
る
問

題
・
課
題
は
何
か
。

　

千
厩
ス
ク
ー

ル
バ
ス
横
転
事

故
の
原
因
は
運
転
手
の
注

意
不
足
に
よ
る
漫
然
な
運

転
に
よ
る
も
の
と
の
報
告

を
受
託
者
か
ら
受
け
て
お

り
、
５
点
の
再
発
防
止
策

の
提
出
が
あ
っ
た
。
そ
の

実
施
状
況
の
確
認
を
し
っ

か
り
行
い
再
発
防
止
に
努

め
た
い
。
ご
指
摘
の
業
者

選
定
の
手
続
き
や
、
契

約
、
仕
事
の
中
で
受
託
者

に
求
め
る
べ
き
内
容
な

ど
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安

全
な
運
行
に
向
け
て
改
善

点
が
な
い
か
等
検
討
し
て

い
く
。

　

交
流
サ
ロ
ン

や
親
子
広
場
の

整
備
、
一
時
預
か
り
保
育

室
の
設
置
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
仕
組
み
、
サ
ー
ビ

ス
や
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
に
取
り
組
む
考
え

は
。

　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
部
分

を
２
階
に
配
置
し
、
子
供

た
ち
の
た
め
の
、
の
び
の

び
ホ
ー
ル
や
、
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
、
保
護
者
同
士
の

交
流
・
情
報
交
換
が
出
来

る
談
話
室
や
相
談
室
を
整

備
。
子
育
て
の
悩
み
な
ど

も
気
軽
に
相
談
で
き
子
育

て
が
楽
し
く
元
気
が
出
る

場
と
な
る
よ
う
努
め
た

い
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

武田ユ
ゆ

キ
き

子
こ

 議員

児童生徒の命を守る対策は
教育長／安全管理・体制の再検討

保
健
セ
ン
タ
ー
に
子
育
て
支
援
拠
点
を

市
長
／
子
育
て
が
楽
し
く
元
気
が
出
る
場
と
し
た
い

地
域
を
守
り
抜
く
、
人
口
減
少
対
策
は

市
長
／
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁



市議会だより 平成24年11月１日 第30号 26

一
般
質
問

市議会だより 平成24年11月１日 第30号 26

た
情
報
提
供
に
よ
り
地
域

支
援
を
図
る
べ
き
で
は
。

　

地
域
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
基
本
で
あ
る
が
、
地
域

が
主
体
性
を
持
ち
取
り
組

む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
地
域
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
地
域
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
。
地
域
の
情
報
提
供
の

た
め
、
広
報
や
チ
ラ
シ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
タ

イ
ム
リ
ー
な
地
域
密
着
の

情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

　

市
内
へ
の
立

地
の
際
は
、
市

と
し
て
対
応
で
き
る
こ
と

は
協
力
し
た
い
。
市
民
の

安
心
安
全
が
大
前
提
で
あ

り
、
今
後
、
環
境
影
響
評

価
書
作
成
の
際
、
市
や
市

民
の
意
見
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
民
に
悪
影

響
が
生
じ
な
い
よ
う
法
に

基
づ
き
対
応
し
た
い
。
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、

状
況
を
十
分
に
検
証
し
な

が
ら
対
処
し
た
い
。

　

風
力
発
電
が

立
地
し
た
場
合

の
地
元
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

メ
リ
ッ
ト

は
、
市
民
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

理
解
と
啓
発
効
果
、
建
設

に
よ
る
経
済
効
果
、
税
等

へ
の
波
及
が
考
え
ら
れ
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
風
車
に

よ
る
騒
音
、
低
周
波
に
よ

る
人
体
へ
の
影
響
懸
念
が

課
題
と
考
え
る
。

　

現
在
、
こ
の

他
に
、
市
内
へ

の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
風
力

等
の
立
地
の
打
診
は
あ
る

か
。
ま
た
、
専
門
部
署
を

設
置
し
、
総
合
的
に
取
り

組
む
考
え
は
。

　

こ
の
他
に
風

力
発
電
や
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
立
地
の
打
診

や
建
設
の
動
き
が
あ
る
。

専
門
部
署
の
設
置
は
、
組

織
全
体
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
た
い
が
当
面
は
現

状
で
対
応
し
た
い
。

　

福
島
原
発
事

故
以
来
脱
原
発

が
進
み
、
風
力
等
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性

が
増
す
こ
と
は
必
至
と
考

え
る
が
、
市
内
立
地
の
際

の
市
の
基
本
的
姿
勢
は
。

　

原
発
事
故
の

影
響
や
温
暖
化

が
深
刻
に
な
る
こ
と
か
ら

風
力
発
電
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

は
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。

市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
市
民
へ

の
啓
発
や
市
の
施
設
へ
の

導
入
を
図
る
な
ど
、
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

市
内
藤
沢
町

と
隣
接
す
る
宮

城
県
登
米
市
に
一
関
市
の

約
半
分
の
２
万
１
千
世
帯

の
電
力
を
カ
バ
ー
で
き
る

程
の
大
規
模
な
風
力
発
電

の
計
画
が
あ
る
が
、
市
の

関
わ
り
は
ど
う
か
。
地
元

と
事
業
者
と
の
間
に
市
が

関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

風力発電等と市の関わりを伺う
市長／風力発電等は重要で導入を進めたい 沼倉　憲

けん

二
じ

 議員

地
域
力
の
維
持
向
上
の
取
り
組
み
は

市
長
／
協
働
に
よ
り
地
域
力
向
上
を
図
る

　

少
子
高
齢
化

と
人
口
減
が
進

み
地
域
が
弱
体
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
そ
の
実
態
や

課
題
を
カ
ル
テ
作
成
に
よ

り
明
ら
か
に
し
て
具
体
的

な
対
策
に
よ
り
地
域
力
の

維
持
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
。

　

高
齢
化
に
対

応
し
た
地
域
づ

く
り
は
、
重
点
施
策
で
あ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

力
向
上
の
た
め
に
ど
ん
な

方
法
が
有
効
か
地
域
と
一

緒
に
考
え
た
い
。
移
動
市

長
室
や
行
政
区
長
と
の
場

で
課
題
を
お
聞
き
し
て
い

る
が
、
効
果
的
な
事
業
展

開
の
た
め
、
カ
ル
テ
方
法

を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

市
全
体
そ
し

て
各
地
域
の
力

を
維
持
し
向
上
さ
せ
る
た

め
に
も
協
働
は
重
要
と
考

え
る
が
、
協
働
が
市
民
に

ど
う
理
解
さ
れ
、
今
後
ど

う
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

　

協
働
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
よ
り
人
材
育
成
や
活

性
化
に
よ
り
地
域
力
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く

い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、

地
域
に
あ
っ
た
取
り
組
み

の
た
め
情
報
提
供
し
理
解

を
深
め
た
い
。

　

地
域
力
の
維

持
向
上
の
た
め

行
政
区
再
編
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

活
用
し
、
地
域
に
密
着
し

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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大野　　恒
ひさし

 議員

スクールバス事故　今後の対応は
教育長／再発防止へ注意喚起した

　

８
月
７
日
の

昼
ご
ろ
、
国
道

２
８
４
号
で
起
き
た
、 

千

厩
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
約
５
メ
ー
ト
ル
下
の

田
ん
ぼ
に
転
落
、
横
転
し

た
事
故
は
、 

乗
っ
て
い
た

１
年
の
男
子
生
徒
と
、
運

転
手
に
け
が
が
な
か
っ
た

こ
と
は
、
奇
跡
的
で
不
幸

中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。 

　

一
関
市
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
毎
日
、
お
よ
そ
60
台

が
運
行
し
て
い
る
が
、
今

後
こ
の
よ
う
な
事
故
を
絶

対
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を

願
っ
て
質
問
す
る
。

　

ま
ず
、
今
回
の
バ
ス
事

故
の
原
因
、
再
発
防
止
の

た
め
の
課
題
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

次
に
、
現
在
運
行
の
ほ
と

ん
ど
が
、
民
間
へ
の
委
託

で
、
民
間
に
市
の
業
務
を

委
託
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
市
が
委
託
契
約
を
取
り

交
わ
す
こ
と
が
必
要
。
そ

の
契
約
書
と
、
そ
れ
に
付

随
す
る
仕
様
書
を
拝
見
し

た
が
、
果
た
し
て
こ
れ
で

質
問

い
い
の
か
と
、
気
づ
く
点

が
あ
る
の
で
伺
う
。

　

市
町
村
合
併
７
年
経
過

し
、
契
約
書
と
仕
様
書
の

形
式
が
合
併
前
の
地
域
ご

と
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

統
一
し
な
い
の
か
。　
　

　

契
約
書
に
も
っ
と
も
肝

心
な
、
安
全
運
行
上
の
記

述
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
な

ぜ
か
。　
　
　
　
　
　
　

　

運
転
手
の
条
件
を
千
厩

は
70
歳
以
下
、
大
東
は
65

歳
以
下
と
な
っ
て
お
り
、

制
限
な
し
の
と
こ
ろ
も
あ

る
。
統
一
で
き
な
い
か
。

　

道
路
交
通
法
で
安
全
運

転
管
理
者
の
配
置
義
務
が

あ
る
。
契
約
書
に
盛
ら
れ

る
べ
き
だ
。

　

運
転
手
の
注

意
不
足
に
よ
る

漫
然
な
運
転
が
原
因
。
事

故
後
全
市
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
事
業
者
に
改
め
て

交
通
安
全
の
確
保
及
び
交

通
事
故
防
止
に
つ
い
て
通

知
し
た
。

　

契
約
書
は
統
一
す
る
方

向
で
検
討
す
る
。

答
弁

地
域
防
災
計
画
見
直
し
急
げ

市
長
／
現
在
策
定
作
業
中
だ

　

市
長
は
「
災

害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
重
点
施
策
に

掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
基
本

法
に
よ
り
、
市
は
地
域
防

災
計
画
の
策
定
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
地
域
防
災
計
画
は

毎
年
、
修
正
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
関
の
地
域
防
災
計
画

は
一
昨
年
の
12
月
に
一
部

修
正
さ
れ
た
だ
け
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
放

射
能
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
ま
た
、
藤
沢
の
合
併

も
あ
り
、
な
お
の
こ
と
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

が
必
要
だ
。
こ
の
作
業
を

急
ぐ
べ
き
だ
。

　

遅
れ
て
い
る
原
因
は
何

か
、
伺
う
。

　

遅
れ
つ
つ
も
見
直
し
の

検
討
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

検
討
の
中
に
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
も
含
め
放
射
線
対

策
、
避
難
所
体
制
の
確

立
、
食
料
・
生
活
必
需
品

の
備
蓄
な
ど
も
ぜ
ひ
盛
り

込
む
べ
き
だ
。

　

策
定
作
業
完
了
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　

年
内
中
の
予

定
で
、
東
日
本

大
震
災
の
対
応
の
課
題
を

踏
ま
え
、
国
、
県
と
整
合

性
を
は
か
り
見
直
し
の
作

業
を
し
て
い
る
。

　

放
射
線
関
係
も
含
め
指

摘
さ
れ
た
点
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

答
弁

質
問

安全な運行がのぞまれるスクールバス
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Ｊ
Ｒ
油
島
駅

前
の
歩
道
建
設

に
つ
い
て
は
行
政
の
対
応

の
ま
ず
さ
か
ら
20
年
以
上

も
放
置
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

を
伺
い
た
い
。

　

Ｊ
Ｒ
油
島
駅

前
の
歩
道
建
設

に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
が

県
道
若
柳
花
泉
線
の
歩
道

整
備
事
業
と
し
て
実
施
し

た
も
の
だ
が
、
用
地
が
未

解
決
の
た
め
一
部
未
整
備

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
場
所
は
、
岩
手
県

南
広
域
振
興
局
土
木
部
一

関
土
木
セ
ン
タ
ー
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
最
近
、
土

地
所
有
者
か
ら
事
業
協
力

の
意
向
が
得
ら
れ
こ
と
か

ら
、
平
成
25
年
度
の
事
業

利
用
者
の
減
少
傾
向
に
伴

う
財
政
負
担
の
増
加
を
踏

ま
え
、
今
後
も
持
続
可
能

な
交
通
体
系
を
構
築
す
る

た
め
見
直
し
作
業
を
進
め

て
い
る
。

　

現
在
、
平
成
22
年
の
公

共
交
通
利
用
者
予
測
調
査

を
も
と
に
各
地
域
を
見
直

し
具
体
的
な
計
画
策
定
の

時
期
は
平
成
25
年
度
を
目

標
に
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　

計
画
の
実
施
に
つ
い
て

は
運
行
バ
ス
の
小
型
化
な

ど
順
次
可
能
な
も
の
か
ら

改
善
す
る
。

公契約条例を政策として制定を
市長／国での制定が望ましい 菅原　　巧

こう

 議員

　

現
在
、
非
正

規
社
員
は
全
体

の
４
割
に
及
び
年
間
所
得

２
０
０
万
円
以
下
が
大
半

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
公
契

約
条
例
制
定
は
一
関
市
が

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
あ
た
り
、
適
正
な
競

争
環
境
を
整
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
公
正
な
競
争
の
実

現
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
安

全
を
担
保
し
、
人
々
の
人

間
ら
し
い
生
活
を
営
む
権

利
を
具
体
的
に
保
証
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
市
長
は
入
札
制

度
そ
の
も
の
を
政
策
と
捉

え
公
契
約
条
例
制
定
を
積

極
的
に
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。　

公
契
約
条
例

制
定
に
つ
い
て

は
全
国
的
な
課
題
と
も
言

え
る
も
の
で
あ
り
、
制
定

す
る
自
治
体
も
拡
大
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終

的
に
は
国
に
お
い
て
公
契

　

昨
年
の
３
月

定
例
会
で
一
関

市
の
交
通
計
画
策
定
に
つ

い
て
質
問
し
、
市
長
か
ら

は
新
年
度
に
お
い
て
庁
内

に
検
討
す
る
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
対
応
し
て
い
く
と

の
回
答
が
あ
っ
た
が
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た

い
。

　

少
子
高
齢
化

の
進
行
や
バ
ス

約
に
関
す
る
法
律
を
定
め

る
の
が
最
も
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
が
、
現
在
、

担
当
部
に
お
い
て
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
国
や
全
国
の
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
引
き
続
き
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

一
関
市
交
通
計
画
の
策
定
を

市
長
／
交
通
弱
者
を
視
野
に
検
討

Ｊ
Ｒ
油
島
駅
前
に
歩
道
を

市
長
／
平
成
25
年
度
事
業
着
手

着
手
に
向
け
予
算
要
求
を

す
る
予
定
と
聞
い
て
い

る
。

JR 油島駅前
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岩渕　　優
まさる

 議員

幼児教育・保育環境の充実は
市長／ニーズに応え、質の高い保育を提供

　

就
学
前
児
童

の
推
移
予
測
と

保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
入

所
・
入
園
者
数
予
測
は
。

　

国
立
社
会
保

障
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
で
は
、
０

歳
か
ら
４
歳
ま
で
の
人

口
は
、
平
成
27
年
度
に

３
９
３
３
人
、
平
成
32
年

に
は
、
３
６
１
０
人
と
な

り
、
10
年
間
で
約
２
割
の

児
童
が
減
少
。

　

少
子
化
の
状
況
で
も
、

保
育
所
の
入
所
児
童
は
微

増
な
い
し
横
ば
い
。
幼
稚

園
の
入
園
児
童
数
は
減
少

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

保
育
士
の
正

職
員
以
外
の
雇

用
期
間
の
内
訳
は
。

　

本
年
８
月
１

日
現
在
、
保

育
資
格
を
有
す
る
臨
時

的
任
用
職
員
の
人
数
は
、

１
４
０
人
。
そ
の
内
、
へ

き
地
保
育
所
、
児
童
館
を

含
め
た
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

の
期
限
付
き
臨
時
職
員

は
、
99
人
で
全
体
の
約

70
％
。
週
28
時
間
以
内
の

パ
ー
ト
職
員
は
41
人
で
約

30
％
で
あ
る
。

　

保
育
士
の
正

職
員
以
外
の
雇

用
に
関
す
る
考
え
方
は
。

　

毎
年
度
の
入

所
児
童
の
年
齢

構
成
や
延
長
保
育
、
障
害

児
保
育
な
ど
の
特
別
保
育

ニ
ー
ズ
の
変
動
が
、
保
育

士
の
配
置
に
も
大
き
く
影

響
。
こ
れ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
、
臨
時
的
職

員
を
配
置
し
て
い
る
。

　

今
後
の
保
育

士
の
雇
用
計
画

は
。

　

ク
ラ
ス
担
任

に
一
般
職
の
保

育
士
を
配
置
。
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
質
の
高
い
保

育
を
提
供
で
き
る
よ
う
臨

時
的
任
用
職
員
を
効
果
的

に
配
置
し
、
一
般
職
の
保

育
士
の
計
画
的
な
採
用
を

行
う
。

　

い
じ
め
の
兆

候
を
早
期
に
発

見
し
、
実
態
を
明
ら
か
に

し
対
処
す
る
シ
ス
テ
ム

は
。

　

日
ご
ろ
よ
り

児
童
生
徒
の
状

況
を
注
意
深
く
観
察
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
、
い
じ

め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
、
面
談
等
に

よ
る
児
童
生
徒
の
悩
み
等

の
聞
き
取
り
等
、
個
に
寄

り
添
っ
た
指
導
に
努
め
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

い
る
。

　

い
じ
め
は
、

い
じ
め
た
側
が

１
０
０
％
悪
い
と
い
う
考

え
方
を
徹
底
す
べ
き
と
思

う
が
。

　

そ
の
よ
う
に

学
校
で
は
対
応

し
て
い
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

い
じ
め
の
兆
候
の
早
期
発
見
は

教
育
長
／
児
童
生
徒
の
状
況
を
注
意
深
く
観
察

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
窓
口
の
設
置
は

市
長
／
窓
口
の
集
約
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

　

相
談
や
申
請

に
対
し
て
一
括

で
対
応
す
る
窓
口
を
設
置

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
向

け
、
手
続
き
窓
口
の
集
約

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
手
法
等
の
調
査

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　

環
境
の
変
化

や
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
入

居
条
件
を
緩
和
で
き
な
い

か
。

　

真
に
や
む
を

得
な
い
と
認
め

る
事
情
に
よ
り
連
帯
保
証

人
の
確
保
が
で
き
な
い
場

合
は
、
規
則
で
は
連
帯
保

証
人
の
条
件
を
緩
和
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
連

帯
保
証
人
を
、
２
人
か
ら

１
人
へ
の
緩
和
は
、
他
市

の
状
況
も
調
査
し
な
が
ら

今
後
検
討
す
る
。

質
問

答
弁

市
営
住
宅
入
居
条
件
の
緩
和
は

市
長
／
他
市
の
状
況
も
調
査
し
な
が
ら
検
討

質
問

答
弁
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費
の
窓
口
負
担
が
払
え
な

い
と
、
相
談
に
き
た
。
市

役
所
は
、
生
活
弱
者
に

と
っ
て
駆
け
込
み
寺
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

収
入
減
に
よ
る
一
部
負

担
金
の
減
免
や
免
除
へ
の

対
応
、
活
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

こ
の
制
度

は
、
特
別
な
理

由
に
よ
り
短
期
的
に
生
活

が
困
窮
し
医
療
費
の
支
払

い
が
困
難
な
被
保
険
者
を

対
象
に
し
て
い
る
も
の

で
、
昨
年
４
月
１
日
よ
り

施
行
し
対
応
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
要
綱
で

相
談
し
た
方
は
い
な
い
。

今
後
、
一
層
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

か
。

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
を
や

め
、
し
っ
か
り
社
会
保
障

及
び
国
民
保
健
の
向
上
に

寄
与
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

特
に
資
格
証
明
書
の
交

付
は
、
支
払
い
能
力
が
あ

り
な
が
ら
納
税
し
な
い
悪

質
な
滞
納
者
に
限
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

国
民
健
康
保

険
制
度
は
社
会

保
険
制
度
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
医
療
保
険

と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の

仕
組
み
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
相
互
扶
助
の

精
神
が
大
切
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

国
保
法
44
条

は
一
部
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

に
対
し
て
、
減
額
、
免
除

す
る
制
度
で
あ
る
。

　

あ
る
自
営
業
者
の
方

は
、
所
得
が
減
り
、
医
療

社会保障の国保行政に改めよ
市長／相互扶助の精神で仕組みを維持 藤野　秋

あき

男
お

 議員

　

国
民
健
康
保

険
法
の
目
的
を

示
し
た
第
１
条
で
は
「
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
を
確
保
し
、
も
っ

て
社
会
保
障
及
び
国
民
保

健
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
と
う

た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

市
長
は
「
相
互
扶
助
の
考

え
を
基
本
と
し
た
制
度
」

と
答
弁
し
て
き
た
。
結

果
、
国
保
行
政
に
お
い
て

は
、
滞
納
者
へ
の
厳
し
い

取
り
立
て
と
滞
納
処
分
が

他
市
よ
り
多
い
状
況
で
あ

る
。
資
格
証
明
書
の
交
付

世
帯
も
６
月
時
点
で
73
世

帯
と
県
下
で
も
多
い
、
盛

岡
市
で
は
は
わ
ず
か
11
世

帯
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
見
え
て
く
る
の

は
、
こ
の
制
度
を
相
互
扶

助
と
捉
え
対
応
し
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
。

　

制
度
の
目
的
を
示
し
た

国
保
法
の
ど
こ
に
相
互
扶

助
と
う
た
っ
て
い
る
の

か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
解

釈
を
し
対
応
し
て
い
る
の

質
問

答
弁

質
問

　

い
ま
だ
聞
こ

え
な
い
、
活
用

し
て
い
な
い
と
い
う
人
が

多
く
い
る
。
難
聴
地
域
の

解
消
に
向
け
た
進
捗
状
況

と
見
通
し
は
い
つ
ご
ろ

か
。

　

こ
の
事
業
は
合
併
協
議

の
中
で
は
、
導
入
の
話
は

な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
「
あ

す
も
」
に
至
っ
た
理
由
は

何
か
。

　

中
継
局
は
９

月
末
の
完
成
を

予
定
し
て
い
た
が
２
ヵ
月

ほ
ど
延
び
る
。

　

放
送
内
容
は
市
民
か
ら

も
意
見
や
要
望
が
出
て
い

る
の
で
、
し
っ
か
り
受
け

止
め
内
容
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。
導
入
は
、
岩
手

宮
城
内
陸
地
震
を
受
け
前

倒
し
で
導
入
を
決
め
た
。

答
弁

質
問

答
弁

Ｆ
Ｍ「
あ
す
も
」の
期
待
さ
れ
る
活
用
策
は

市
長
／
広
範
な
地
域
に
的
確
な
情
報
提
供

支払いを待つ患者さん（千厩病院）
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題
の
あ
る
方
に
は
、
財
政

支
援
等
の
緊
急
措
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

低
所
得
者
や

生
活
保
護
世
帯

に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
購
入

に
係
る
市
の
支
援
制
度
は

な
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
生
活
資
金

を
、
生
活
保
護
世
帯
が
活

用
す
る
場
合
は
、
市
の
担

当
者
が
保
護
世
帯
の
生
活

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
必

要
な
状
態
の
と
き
に
は
活

用
を
助
言
し
て
い
る
が
、

当
市
で
の
生
活
保
護
受
給

者
が
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
実
績
は
な
い
。

岡田もとみ 議員

大震災による住宅再建の支援強化を
市長／現在の支援制度を基本に進めたい

　

山
目
館
地
区

で
は
、「
団
地

に
戻
っ
て
来
た
い
が
家
族

に
反
対
さ
れ
る
」
な
ど
、

さ
ら
な
る
支
援
策
を
早
く

打
ち
出
さ
な
い
と
、
持
ち

家
再
建
を
あ
き
ら
め
る
市

民
も
出
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
気
仙
沼
市
は
、

国
の
支
援
制
度
を
受
け
ら

れ
な
い
世
帯
を
対
象
に
、

借
入
金
の
利
子
に
つ
い
て

２
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
を
決
め
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
二

重
ロ
ー
ン
対
策
を
具
体
的

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

市
と
し
て

も
、
生
活
再
建

住
宅
支
援
事
業
に
限
度
額

10
万
円
の
商
品
券
を
加
算

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
支
援
制
度
を
基
本

に
進
め
た
い
。

　

二
重
ロ
ー
ン
対
策
は
、

新
規
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子

補
給
の
ほ
か
、
既
存
の
住

宅
ロ
ー
ン
の
５
年
間
分
の

質
問

利
子
相
当
額
を
一
括
補
給

す
る
国
の
制
度
が
あ
り
、

現
在
11
人
か
ら
申
請
が
あ

る
。
今
回
新
た
に
設
け
ら

れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
状
況
や
県
内
他

市
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

答
弁

　

昨
年
か
ら
、

エ
ア
コ
ン
の
設

置
費
用
が
社
会
福
祉
協
議

会
の
判
断
で
、
生
活
福
祉

資
金
と
し
て
の
貸
し
付
け

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
生
活
保
護
世
帯
も
熱

中
症
等
の
健
康
被
害
を
未

然
に
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
生
活
保
護
制
度
の
一

部
改
正
に
よ
り
冷
房
機
器

の
購
入
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
生
活
保
護
費

以
外
の
収
入
が
な
い
世
帯

は
、
控
除
す
る
収
入
が
な

い
こ
と
か
ら
貸
付
が
受
け

ら
れ
な
い
。
こ
の
制
度
改

正
の
効
果
が
及
ば
す
、
特

に
健
康
維
持
管
理
上
に
問

　

一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
多
い

地
域
で
は
、
除
雪
支
援
を

望
む
声
が
年
々
切
実
さ
を

増
し
て
い
る
。
冬
期
間
の

高
齢
者
の
安
全
な
生
活
を

確
保
す
る
た
め
に
、
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
た
除
雪
事
業

の
実
施
を
提
案
す
る
。

　

高
齢
化
時
代

に
お
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
も
含

め
、
検
討
を
急
い
で
い
き

た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

低
所
得
者
へ
の
熱
中
症
対
策
を

市
長
／
エ
ア
コ
ン
設
置
の
実
績
は
な
い

高
齢
者
の
願
い
除
雪
支
援
を

市
長
／
検
討
を
急
い
で
い
き
た
い

障
が
い
者
目
線
の
施
設
改
修
を

市
長
／
整
備
に
向
か
っ
て
各
部
署
で
行
う

　

公
共
施
設

の
利
用
者
か

ら
、
健
康
上
の
問
題
で
階

段
が
大
変
な
た
め
バ
リ
ア

フ
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
要
望

が
出
て
い
る
。
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
々
が
利
用

し
や
す
い
理
想
的
な
公
共

施
設
の
修
繕
対
策
に
つ
い

て
の
考
え
方
と
改
修
計
画

は
。

　

公
共
的
な
施

設
の
中
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
の

移
動
が
可
能
と
な
る
施
設

は
、
市
に
お
い
て
も
整
備

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
姿
と
考
え
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
各
部
署
で
行
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

質
問

答
弁
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市
の
対
応
は
、
特
に
高
齢

者
の
足
の
確
保
が
切
実
な

問
題
で
あ
る
。
千
厩
病
院

で
行
わ
れ
る
回
復
期
の
リ

ハ
ビ
リ
は
介
護
施
設
を
中

心
に
実
施
す
る
仕
組
み
で

あ
り
、
大
東
地
域
の
高
齢

者
の
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ

は
新
た
な
介
護
施
設
の
整

備
含
め
検
討
す
る
。

放射能対策と補償状況は
市長／対策に全力 岩渕　善

よし

朗
ろう

 議員

　

福
島
原
発
か

ら
遠
く
離
れ
た

一
関
の
放
射
能
被
害
は
、

市
民
、
市
当
局
の
懸
命
の

活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
混

迷
の
度
を
深
め
て
い
る

が
、
農
産
物
の
被
害
と
、

対
策
、
補
償
状
況
は
。
ま

た
、
放
射
能
汚
染
物
質
の

減
量
化
と
、
処
理
に
は
市

民
の
理
解
と
協
力
が
か
か

せ
な
い
が
、
セ
シ
ウ
ム
は

１
０
０
年
後
に
も
８
％
が

一
関
市
内
に
い
つ
ま
で
も

残
る
、
対
策
は
。

　

賠
償
金
の
支

払
い
は
、
農
協

関
係
で
15
億
円
余
に
対
し

６
億
円
余
、
椎
茸
関
係

は
、
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い

な
い
。
東
電
と
直
接
面
談

し
て
、
公
共
牧
場
の
損

害
、
椎
茸
再
生
産
に
向
け

た
賠
償
、
産
直
施
設
の
山

菜
出
荷
制
限
に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
速
や
か
な
賠
償

を
強
く
申
し
入
れ
た
。

　

草
地
の
除
染
は
、
反
転

　

西
磐
井
地
区

に
比
べ
て
、
医

療
過
疎
の
東
磐
井
地
区
の

現
状
と
今
後
の
市
の
対
応

を
伺
う
。

　

合
わ
せ
て
再
建
が
待
っ

た
な
し
の
県
立
大
東
病
院

へ
の
市
と
し
て
の
対
応
は

ど
う
か
。　

常
勤
医
が
東

磐
井
地
区
で

48
人
。
西
磐
井
地
区
で

１
７
６
人
。
人
口
10
万

に
対
し
同
、
89
・
３
人
、

２
２
０
・
８
人
。
全
国
平

均
が
２
３
０
人
、
岩
手

県
が
１
９
３
人
と
な
っ

て
い
る
。
ベ
ッ
ド
数
は

東
磐
３
６
８
床
、
西
磐

９
４
６
床
で
あ
る
。
医
師

数
、
ベ
ッ
ド
数
と
も
不
足

し
て
い
る
東
磐
地
区
は
、

特
に
も
厳
し
い
現
状
に
あ

る
が
、
藤
沢
病
院
、
室

根
・
猿
沢
診
療
所
が
連
携

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
医

療
資
源
の

中
で
、
地

域
住
民
と

共
に
医
療

従
事
者
が

地
域
に
密

着
し
て
医

療
に
専
念

で
き
る
環

境
整
備
が

必
要
。

　

大
東
病

院
の
再
建

に
関
す
る

耕
起
を
進
め
る
が
、
一
部

再
除
染
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
原
因
究
明
と
対
策
に

全
力
を
あ
げ
る
。

　

椎
茸
は
、
再
生
産
に
向

け
て
補
正
予
算
で
ホ
ダ
場

の
除
染
、
原
木
の
確
保
、

種
駒
の
補
助
を
し
、
保
管

中
の
26
ト
ン
余
の
椎
茸
は

焼
却
す
る
。
牧
草
の
処
理

は
、
仮
設
焼
却
炉
を
含
め

た
減
量
化
を
検
討
中
。
最

終
処
分
に
至
る
道
筋
が
見

え
な
い
が
、
基
本
的
に
は

０ゼ
ロ

に
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

処理を待つ牧草

両
磐
圏
域
の
医
療
の
現
状
と
将
来

市
長
／
連
携
と
環
境
が
必
要

一関市国民健康保険猿沢診療所
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公
和
会
で
は
、
会
派
で
行
う
調

査
研
究
に
あ
た
り
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
先
進
地
で

あ
る
「
出
雲
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
、
一

関
市
の
今
後
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
対
し
て
調
査
研
究
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
平
泉
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
関
市
に

と
っ
て
、
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
が
、
隣
接
市
と
し
て
、
今

後
の
課
題
を
検
証
す
る
た
め
、
平

泉
の
前
に
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
「
石
見
銀
山
遺
跡
」
を
視
察

し
、
世
界
遺
産
登
録
後
の
取
組
み

と
課
題
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
、

一
関
市
が
世
界
遺
産
と
今
後
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
良

い
か
検
討
す
る
た
め
の
調
査
研
修

を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
関
市
議
会
で
は
、

３
月
定
例
会
に
お
い
て
「
議
員
定

数
等
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
和
会

と
し
て
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
定
数
削

減
の
議
論
を
２
年
間
に
わ
た
り
議

論
し
て
き
た
米
子
市
議
会
の
検
討

経
過
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
米

子
市
議
会
事
務
局
職
員
と
議
会
改

革
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

一
関
市
議
会
の
議
会
改
革
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
市
の
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
放
射
能
の
除
染
や
汚
染
物

質
処
理
な
ど
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
実
施
し
た
。

①
昨
年
は
ガ
レ
キ
の
仮
設
焼
却
場

の
宮
城
県
亘
理
町
、
除
染
実
施

の
福
島
市
渡
利
地
区
を
視
察
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
大
き

な
進
展
が
な
く
、
継
続
し
て
調

査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
牧
草
等
の
農
業
系
を
中
心

に
汚
染
物
質
の
処
理
量
が
膨
大

で
あ
り
、
そ
の
減
容
化
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
公
募

で
減
容
化
の
実
験
を
し
て
い
る

施
設
を
視
察
し
た
。（
埼
玉
県
）

②
試
験
は
、
農
林
水
産
省
の
公
募

で
、
原
子
力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
推

進
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

汚
染
物
質
に
蒸
煮
・
爆
砕
と
い

う
手
法
で
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
す

る
方
法
で
あ
る
。

　
　

セ
シ
ウ
ム
の
除
去
は
75
％
〜

85
％
と
の
こ
と
。
こ
の
技
術
だ

け
で
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
遮
蔽
箱
等
（
昨
年
の
福
島
県

中
島
村
視
察
）
の
工
法
を
組
み

合
わ
せ
た
安
全
な
処
理
を
早
急

に
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

③
さ
ら
に
、
次
世
代
の
有
力
な
産

業
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の

施
設
が
集
約
さ
れ
て
い
る
北
九

州
市
の
エ
コ
タ
ウ
ン
を
視
察
し

た
。

　

当
市
も
広
大
な
面
積
を
有
し
て

お
り
、
今
回
、
民
間
企
業
が
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
へ
の
進
出
を
表
明
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
税
制
や
雇
用
の

関
係
、
さ
ら
に
は
新
た
な
産
業
、

例
え
ば
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池
の
製
造

ま
で
の
期
待
を
込
め
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

米子市で議会改革について研修

公　

和　

会

代
表　

佐
山　

昭
助　
　

勝
浦　

伸
行

　
　
　

尾
形　

善
美　
　

佐
藤　

雅
子

　
　
　

千
葉　
　

満　
　

小
山　

雄
幸

　
　
　

牧
野
茂
太
郎　
　

千
田　

恭
平

一関市議会議員は、住みよい一関市になるように先進事例の調査・研究をしております。

会派視察報告

一　

新　

会

代
表　

佐
藤　

弘
征　
　

千
葉　

幸
男

　
　
　

海
野　

正
之　
　

武
田
ユ
キ
子

　
　
　

佐
々
木
清
志　
　

佐
々
木
賢
治

　
　
　

菅
原　
　

巧　
　

及
川　

文
彦

　
　
　

岩
渕　

善
朗　
　

須
藤　

節
男

　
　
　

金
野　

盛
志

除染工法視察（埼玉）
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関
政
会
で
は
８
月
１
日
京
都
府

福
知
山
市
に
お
い
て
地
区
担
当
職

員
制
度
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

当
市
で
は
市
民
と
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
標
榜
し
て

官
民
一
丸
と
な
っ
た
活
力
と
魅
力

あ
る
一
関
を
築
こ
う
と
し
て
い

る
。
市
民
と
行
政
が
相
互
に
連
携

し
、
未
来
に
向
け
て
発
展
し
て
い

く
た
め
市
民
（
地
域
）
と
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
が
必
要
で
あ
る
。
風

通
し
の
よ
い
市
役
所
に
し
て
い
く

た
め
の
専
用
の
窓
口
を
設
け
て
市

民
の
声
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

福
知
山
市
で
は
自
治
会
（
行
政

区
）
ご
と
に
「
地
区
担
当
職
員
」

を
指
定
し
定
期
的
に
地
域
の
声
を

聞
く
と
と
も
に
、
地
域
課
題
に
関

す
る
施
策
や
、
行
政
事
務
の
案
内

な
ど
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
機

能
し
て
お
り
、
市
民
の
声
の
掘
り

起
こ
し
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
市

民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
職
員
像
が
描
け
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
市
民
が
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
、
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
地

方
議
員
研
修
会
で
は
、
国
内
に
お

け
る
今
日
的
課
題
の
講
義
を
受
け

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
地
域
経
済
へ
の
影

響
と
地
域
再
生
・
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
、
京
都
大
学
大
学
院
教
授

岡
田
知
弘
氏
の
講
義
が
あ
り
、
地

域
経
済
を
担
う
多
く
の
産
業
は
原

則
無
関
税
化
の
影
響
を
受
け
る
。

人
間
の
命
と
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
領
域
を
に
な
っ
て
い
る
地

方
自
治
の
役
割
は
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

　

今
後
の
汚
水
処
理
の
主
流
は
、

都
市
部
を
除
い
て
は
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
は
欠
か
せ
な
い
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
盛
岡
市
玉
山

区
が
平
成
20
年
度
か
ら
着
手
し

た
、
公
設
の
浄
化
槽
事
業
（
浄
化

槽
市
町
村
整
備
促
進
事
業
）
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
８
月
20
日
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
市
町
村
自
ら

が
設
置
主
体
と
な
っ
て
浄
化
槽
を

設
置
す
る
事
業
で
す
。

　

当
然
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

使
用
者
か
ら
使
用
料
を
徴
収
し
、

市
町
村
が
行
う
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
の
手
法
は
、
環
境
省

所
管
の
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進

交
付
金
」
の
補
助
を
導
入
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
設
置
整
備
に
お
け
る
設

置
費
用
と
交
付
金
は
、
市
民
負
担

（
分
担
金
）
１
／
10
、
下
水
道
事

業
債
（
元
利
償
還
金
の
50
％
相
当

は
交
付
税
措
置
）
市
町
村
負
担
分

17
／
30
、
国
庫
補
助
金
（
国
庫
交

付
金
）
１
／
３
で
す
。

　

本
人
負
担
は
、
５
人
槽
12
万

円
、
６
〜
７
人
槽
15
万
円
、
８
〜

10
人
槽
18
万
円
で
す
。

　

現
在
の
一
関
市
は
、
旧
市
町
村

が
実
施
し
て
き
た
手
法
で
浄
化
槽

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
こ
れ

を
個
人
設
置
型
に
統
一
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
体
の
設
置
か
ら
維

持
管
理
ま
で
市
町
村
が
行
う
こ
と

は
、
使
用
者
に
と
っ
て
安
心
で
き

る
こ
と
や
工
事
に
お
い
て
も
市
内

の
指
定
工
事
店
が
行
う
こ
と
か
ら

経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
有
効
な

事
業
で
す
。

　

改
め
て
強
く
市
長
に
提
案
し
て

ま
い
り
ま
す
。

関　

政　

会

日
本
共
産
党

一
関
市
議
団

代
表　

千
葉　

大
作　
　

槻
山　
　

隆

　
　
　

橋
本　

周
一　
　

岩
渕　

一
司

　
　
　

阿
部　

孝
志　
　

木
村　
　

實

代
表　

大
野　
　

恒　
　

岡
田
も
と
み

　
　
　

藤
野　

秋
男　
　

石
山　
　

健

　
　
　

菊
地　

善
孝

福知山市で研修

浄化槽（盛岡市玉山区）

一関市議会議員は、住みよい一関市になるように先進事例の調査・研究をしております。

会派視察報告
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市民の声

● 議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か ●

○9月定例会の傍聴者数　56人

●ご意見・ご感想をお寄せください●

12月定例会は11月下旬に開会予定です。
・ 詳しい日程などは議会事務局へお問い合わせください。
・ 一関ケーブルネットワーク中継、インターネット中継をしています。
・ 傍聴席は６０席です。車椅子での傍聴席、また、聴覚補助するためのヘッドフォンも用意しております。

　議会だよりを読んで感じたことや議会についてのご意見などをお待ちしています。また、議会だよりは市
のホームページで、ご覧いただくことができます。

〒021‒8501　一関市竹山町７番２号　議会事務局　　TEL 21-8604 　FAX 26-5556
ホームページアドレス　　http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/
議会メールアドレス　　　E-mail:gikai@city.ichinoseki.iwate.jp

ご意見等をお寄せいただきましたので、
ご紹介します。

一関市議会議員は、住みよい一関市になるように先進事例の調査・研究
をしております。視察報告

　

地
球
温
暖
化
が
世
界
的

規
模
で
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
課
題
に
住
田
町

が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
現
状
を
視
察
す
る
た

め
、
６
月
25
日
に
当
町
を

訪
問
し
た
。

　

住
田
町
で
は
、
町
有
林

の
間
伐
等
で
生
み
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

を
、
排
出
権
と
し
て
企
業

へ
販
売
す
る
た
め
に
、
環

境
省
が
行
う
排
出
量
取
引

制
度
（
Ｊ

ｖ
ｅ
ｒ
）
へ

の
登
録
作
業
を
進
め
て
い

る
。

　

同
制
度
は
、
間
伐
等
を

適
正
に
行
っ
て
い
る
森
林

が
対
象
と
な
り
、
認
証
さ

れ
る
と
取
引
が
可
能
と
な

り
、
そ
の
販
売
代
金
を
見

込
み
、
６
月
に
は
基
金
条

例
を
制
定
を
し
た
。
こ
の

基
金
を
活
用
し
て
林
業
振

興
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

及
川　

忠
之
 
議
員

小岩　文雄さん
一関市室根町・無職

　

近
頃
、「
高
齢
者
」
の
関
わ

る
事
件
・
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

よ
く
目
に
付
く
。

　

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
る
中

で
「
高
齢
者
が
被
害
者
」
の
み

な
ら
ず
「
加
害
者
」
と
な
る
事

例
が
増
加
し
、
交
通
人
身
事
故

で
も
高
齢
者
の
関
係
す
る
割
合

が
４
割
近
く
、
交
通
事
故
死
亡

者
は
６
割
５
分
に
も
及
ん
で
い

る
。
ま
た
、
万
引
き
事
件
の
検

挙
件
数
の
う
ち
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
が
６
割
以
上
に
も
及
ぶ

と
い
う
。
こ
の
万
引
き
の
動
機

が
「
生
活
苦
」「
孤
独
感
」「
認

知
症
」
等
の
要
因
が
多
い
と
聞

く
。
社
会
現
象
化
し
つ
つ
あ
る

高
齢
者
の
事
故
・
犯
罪
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
・

福
祉
行
政
等
の
関
わ
り
方
な
ど

組
織
的
な
対
策
が
急
務
と
思
わ

れ
ま
す
。

高
齢
者
の
犯
罪
被
害

防
止
等
に
向
け
て

畠山とき子さん
朝顔のたね

- 千厩病院を守り隊 -

　

９
月
15
日
〜
16
日
平
泉
で
行

わ
れ
た
「
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ

イ
フ
イ
ン
い
わ
て
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

征
圧
の
た
め
に
24
時
間
行
進
す

る
と
い
う
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベン
ト

で
す
。

　

残
暑
が
厳
し
い
中
、
医
療
関

係
者
、
が
ん
患
者
さ
ん
と
家
族
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆

さ
ん
が
正
に
「
地
域
一
丸
」
と

な
って
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
医
者
さ
ん
、
議
員
さ
ん
、

町
や
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
も
同

じ
紫
色
の
鮮
や
か
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

着
て
、
汗
を
流
し
な
が
ら
に
こ

や
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
る
姿
は
感
動
的
で
し

た
。
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

職
種
や
団
体
の
垣
根
を
越
え
て

や
り
遂
げ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
教
え
ら
れ
た一日
で
し
た
。

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・

ラ
イ
フ
に
参
加
し
て
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あ
ん
な
と
こ
・

　
　
　

こ
ん
な
と
こ

　

来
年
秋
に
行
わ
れ
る
市
議
会

議
員
の
選
挙
は
、
定
数
が
現
在

の
37
名
か
ら
30
名
に
削
減
さ
れ

る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
議
員
定

数
の
条
例
案
が
こ
の
９
月
議
会

に
提
出
さ
れ
、
19
対
15
の
僅
差

で
あ
っ
た
。
削
減
に
反
対
、
賛

成
の
各
立
場
か
ら
熱
い
討
論
と

記
名
式
に
よ
る
投
票
が
実
施
さ

れ
た
。

　

思
え
ば
、
昨
年
の
市
民
と
の

懇
談
会
を
契
機
に
、
３
月
に
調

査
特
別
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
て
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
市

議
一
人
の
責
任
は
今
後
ま
す
ま

す
重
く
な
る
だ
ろ
う
。

千
田　

恭
平

あ
と
が
き

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長 

岩　

渕　
　
　

優

副
委
員
長 

勝　

浦　

伸　

行

委　

員 

金　

野　

盛　

志

委　

員 

橋　

本　

周　

一

委　

員 

千　

田　

恭　

平

委　

員 

岡　

田　

も
と
み

委　

員 

及　

川　

文　

彦

委　

員 

阿　

部　

孝　

志
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【
表
紙
解
説
】

　

猛
暑
の
中
、
か
け
っ
こ
や
お

遊
戯
な
ど
を
み
ん
な
で
練
習
し

ま
し
た
。

　
〝
用
意
ド
ン
！
〞
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
し
真
剣
に
走
り
ま
し
た
。

　

一
関
市
花
泉
町
金
沢

　

社
会
福
祉
法
人
・

　
　
　
　

金
沢
保
育
園
に
て

市民と議員の懇談会に

ご参加いただき、

ありがとうございました。

登録有形文化財
旧千厩葉煙草専売所

せんまや街角資料館
　館内には、葉たばこ関係の近現代資料や旧専売局千厩葉煙草専売所
の写真、煙草神社の設計図（復写）、在来たばこの見本など葉煙草関
係の昔を知る資料が展示されています。

所在地　一関市千厩町千厩字北方129-1
　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　51-3883
　　　　開館時間　午前9：00 ～午後4：30
　　　　入 館 料　無料


